
緑緑がが丘丘をを中中心心にに約約 55千千 33百百世世帯帯 にに無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

特特別別にに 材材木木町町 ににもも配配布布ししてていいまますす。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘 
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「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 

「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 

 

「「岩岩手手県県」」ででははななくく 

「「若若手手県県」」でですすねね。。 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿  

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ （（高高松松・・上上田田・・上上田田堤堤・・箱箱清清水水・・三三ツツ割割ににはは現現在在、、配配布布さされれてていいまませせんん）） 

広広告告掲掲載載ののごご依依頼頼、、おお店店のの取取材材依依頼頼ななどどおお気気軽軽ににメメーールルくくだだささいい♪♪
2222000022224444年年年年 11112222月月月月 22220000日日日日発発発発行行行行（（（（毎毎毎毎月月月月１１１１回回回回発発発発行行行行））））  第第第第１１１１００００９９９９号号号号  

発行： 「緑が丘しんぶん 丘」編集室  nao.hatt@gmail.com メールアドレス（変更となりました）

緑が丘、黒石野、東黒石野、東緑が丘、岩脇町、材木町等への全戸配布型フリー（無料）ペーパー。  約 5,300部発行。

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
〒〒002200--00111144 盛盛岡岡市市高高松松３３丁丁目目９９－－８８ 

TTEELL..001199--660055--11111177 FFAAXX..001199--660055--11111188 
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上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 
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ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 

22002244年年 1122月月号号 
創創創創刊刊刊刊 11110000 年年年年目目目目にににに入入入入りりりりままままししししたたたた。。。。今今今今年年年年ももももおおおお世世世世話話話話ににににななななりりりりままままししししたたたた！！！！  

素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 110022回回 

無無
料料
配配
達達
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
ああ
りり
、、
夢夢
のの
よよ
うう
でで
すす
！！ 

ベベ
ルル
フフ
まま
つつ
ぞぞ
のの 

ささ
んん 

松松
園園
３３
丁丁
目目 

小小西西店店長長ささんんににおお聞聞ききししままししたた 

山山形形のの大大学学をを卒卒業業ししたたごご縁縁かからら山山形形県県内内ののススーーパパーー

にに就就職職ししままししたた。。北北上上でで生生協協のの店店長長ををししままししてて、、ベベルル

フフままつつぞぞのの店店はは、、店店長長ととししててはは二二店店舗舗目目でですす。。 
根根っっかかららのの「「緑緑がが丘丘人人」」でですす。。幼幼稚稚園園ののこころろかからら松松

園園地地区区にに住住んんででいいまますす。。 
最最近近、、子子どどももととアアニニメメ映映画画をを観観ままししたた。。 
上上のの子子はは、、白白くくままがが有有名名なな東東北北のの水水族族館館にに勤勤めめてていい

まますす。。近近々々、、潜潜水水用用具具をを付付けけてて水水槽槽にに入入るるららししくく、、楽楽

ししそそううにに働働いいてていいまますす。。 

ウウ
ォォ
ーー
クク
ママ
ンン
をを 

手手
にに
握握
っっ
てて
いい
たた 

幼幼
いい
ここ
ろろ
のの
晴晴
れれ
たた
日日
にに 

黒黒
石石
山山
のの
頂頂
上上
にに 

真真
っっ
黒黒
いい
大大
岩岩
がが
見見
ええ
たた 

 

窓窓
をを
開開
けけ
るる
とと 

回回
転転
すす
るる
銀銀
盤盤
かか
らら 

誰誰
かか
がが
手手
をを
振振
っっ
てて
いい
たた 

鳥鳥
にに
なな
っっ
たた
少少
年年
・・
・・
・・ 

そそ
んん
なな
タタ
イイ
トト
ルル
のの
歌歌
がが 

ああ
っっ
たた
っっ
けけ 

 

目目
をを
閉閉
じじ
てて
もも
まま
だだ 

黒黒
いい
岩岩
とと
光光
るる
銀銀
盤盤 

作作
りり
話話
のの
世世
界界
のの
よよ
うう
なな 

まま
ぶぶ
たた
のの
裏裏 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・ 

 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

ベベルルフフままつつぞぞのの 
松松園園３３－－１１８８－－２２００  

電電話話６６６６２２－－５５１１５５２２ 

営営業業時時間間 午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面
へへ 

松松
園園
交交
番番 

P松松
園園 

消消
防防
署署 

岩岩
銀銀
ささ
んん 

北北
銀銀
ささ
んん 

最最
近近
、、
店店
長長
とと
しし
てて
松松
園園
店店
にに
来来
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ

まま
でで
北北
上上
店店
にに
いい
まま
しし
たた
。。 

本本
部部
でで
仕仕
入入
れれ
をを
担担
当当
しし
たた
経経
験験
もも
ああ
りり
まま
すす
。。

そそ
のの
経経
験験
をを
活活
かか
しし
たた
いい
でで
すす
。。 

「「
ここ
れれ
、、
売売
れれ
そそ
うう
だだ
なな
」」
とと
思思
ええ
るる
商商
品品
をを
仕仕

入入
れれ
てて
、、
実実
際際
にに
売売
れれ
たた
とと
きき
はは
嬉嬉
しし
いい
でで
すす
ねね
。。 

ここ
れれ
かか
らら
もも
、、
買買
いい
求求
めめ
るる
側側
のの
立立
場場
にに
立立
っっ
てて

「「
店店
作作
りり
」」
をを
しし
たた
いい
とと
念念
願願
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

年年末末年年始始ののごご馳馳走走もも揃揃ええてておおりりまますす。。 
ごご予予約約もも承承っってておおりりまますす。。 

おお
買買
いい
得得
なな
ココ
ーー
ププ
商商
品品
がが
ああ
りり
まま
すす 

たた
とと
ええ
ばば
牛牛
乳乳
。。
通通
常常
はは
赤赤
いい
パパ
ッッ
ケケ
ーー
ジジ
のの

岩岩
手手
産産
直直
のの
牛牛
乳乳
をを
揃揃
ええ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
人人
気気
のの

北北
海海
道道
産産
のの
生生
協協
牛牛
乳乳
がが
たた
くく
ささ
んん
並並
ぶぶ
ここ
とと
がが

ああ
りり
まま
すす
。。 

最最
近近
もも
チチ
ララ
シシ
でで
宣宣
伝伝
しし
まま
しし
たた
らら
、、
すす
ぐぐ
にに

完完
売売
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

「「
ゆゆ
っっ
くく
りり
レレ
ジジ
」」
のの
実実
施施 

年年
配配
のの
おお
客客
様様
向向
けけ
にに
、、「「
ゆゆ
っっ
くく
りり
会会
計計
」」
をを

実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

現現
在在
のの
とと
ここ
ろろ
、、
平平
日日
のの
1100
時時
かか
らら
1133
時時
まま
でで

でで
すす
がが
、、
とと
てて
もも
好好
評評
でで
すす
。。 

おお
客客
様様
にに
代代
わわ
っっ
てて
、、
商商
品品
のの
スス
キキ
ャャ
ンン
・・
会会

計計
をを
店店
のの
スス
タタ
ッッ
フフ
がが
やや
るる
、、
昔昔
なな
がが
らら
のの
会会
計計

スス
タタ
イイ
ルル
でで
すす
。。 

ゆゆっっくくりりレレジジ 

毎毎月月、、１１日日とと１１５５日日のの日日はは、、「「家家計計応応援援、、５５％％引引きき」」 

配配
達達
ササ
ーー
ビビ
スス
（（
無無
料料
）） 

「「おお買買いい物物ババスス」」ででううちちのの店店舗舗にに来来てて、、おお買買いい物物いいたただだきき、、

ササーービビススカカウウンンタターーでで「「ここここままでで配配達達ししてて」」とと伝伝ええまますす。。 

そそししてて、、ままたた手手ぶぶららでで無無料料ババススでで、、おお家家にに帰帰りりまますす。。 

少少ししすするるとと、、店店舗舗かからら荷荷物物がが配配達達さされれまますす・・・・・・。。 

９９時時～～１１７７時時ままででのの受受付付分分はは、、当当日日配配達達。。 

１１７７時時以以降降のの受受付付分分はは、、翌翌日日配配達達でですす。。 

無無料料おお買買いい物物ババススののココーースス・・時時刻刻表表 

hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（２）

虹が出ました・・・（滝沢市 11月 7日）

丘丘丘丘のののの上上上上百百百百景景景景 印象的な風景をお届けします

緑が丘地区等から見えた景色を撮りました

第第 1199回回 

そそ
のの
理理
由由
をを
ツツ
ララ
ツツ
ララ
考考
ええ
まま
すす
にに
・・
・・
・・ 

借借
りり
たた
ほほ
うう
はは
、、「「
友友
人人
がが
好好
意意
でで
貸貸
しし
てて
くく
れれ
たた
のの
だだ
かか
らら
、、
返返
金金
しし
なな
くく
てて

もも
イイ
イイ
やや
」」
とと
甘甘
ええ
てて
しし
まま
うう
。。
他他
方方
、、
貸貸
しし
たた
ほほ
うう
はは
、、
困困
っっ
てて
いい
るる
友友
人人
をを
見見

かか
ねね
てて
、、
友友
人人
のの
ヨヨ
シシ
ミミ
かか
らら
カカ
ネネ
をを
工工
面面
しし
たた
がが
、、
「「
友友
人人
だだ
かか
らら
すす
ぐぐ
にに
返返
しし

てて
くく
れれ
るる
だだ
ろろ
うう
」」
とと
安安
易易
にに
思思
うう
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、
貸貸
しし
たた
カカ
ネネ
はは
返返
金金
ささ
れれ
ずず
、、

結結
局局
、、
そそ
れれ
まま
でで
良良
好好
だだ
っっ
たた
友友
人人
関関
係係
がが
壊壊
れれ
るる
。。 

だだ
かか
らら
、、「「
友友
人人
にに
」」
カカ
ネネ
をを
貸貸
しし
てて
はは
イイ
ケケ
ナナ
イイ
。。 

本本
紙紙
第第
８８
面面
でで
、、
岩岩
手手
在在
住住
・・
覆覆
面面
作作
家家
のの
伊伊
古古
兄兄
ロロ
タタ
ささ
んん
がが
面面
白白
いい
ここ
とと
をを

書書
いい
てて
いい
まま
しし
たた
。。
前前
記記
のの
意意
見見
とと
はは
正正
反反
対対
にに
、、「「
友友
人人
にに
」」
カカ
ネネ
をを
貸貸
しし
てて
もも

ヨヨ
イイ
！！
とと
言言
うう
のの
でで
すす
。。
そそ
のの
ごご
意意
見見
をを
繰繰
りり
返返
すす
とと
ここ
うう
なな
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

そそ
もも
そそ
もも
誰誰
だだ
っっ
てて
他他
人人
をを
裏裏
切切
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
るる
。。「「
何何
がが
切切
実実
かか
？？
」」
でで
人人

はは
選選
択択
すす
るる
かか
らら
でで
すす
。。
借借
りり
たた
友友
人人
はは
、、
何何
かか
「「
切切
実実
」」
なな
ここ
とと
にに
直直
面面
しし
たた
かか

らら
返返
金金
しし
なな
いい
にに
違違
いい
なな
いい
。。
自自
分分
のの
大大
事事
なな
友友
人人
のの
事事
なな
のの
でで
すす
かか
らら
、、
そそ
ここ
はは

理理
解解
しし
てて
ああ
げげ
たた
いい
。。 

しし
かか
しし
、、
他他
人人
様様
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
るる
よよ
うう
なな
人人
間間
にに
、、
そそ
のの
友友
人人
にに
はは
なな
っっ
てて
もも

らら
いい
たた
くく
なな
いい
。。
だだ
かか
らら
、、「「
カカ
ネネ
がが
返返
っっ
てて
ここ
なな
いい
」」
なな
どど
とと
、、
周周
囲囲
にに
声声
高高
にに

騒騒
ぎぎ
立立
てて
たた
りり
せせ
ずず
、、
じじ
っっ
とと
待待
つつ
。。 

当当
方方
もも
友友
人人
もも
、、
好好
きき
でで
ここ
のの
世世
にに
生生
まま
れれ
出出
たた
わわ
けけ
でで
はは
なな
いい
。。
たた
まま
たた
まま
生生

まま
れれ
出出
たた
「「
不不
憫憫
なな
」」
身身
でで
すす
。。
そそ
のの
「「
不不
憫憫
ささ
」」
をを
思思
うう
とと
、、「「
友友
人人
にに
」」
カカ
ネネ

をを
貸貸
しし
てて
はは
イイ
ケケ
ナナ
イイ
とと
はは
なな
らら
なな
いい
。。
なな
ぜぜ
っっ
てて
、、
返返
金金
せせ
ずず
にに
いい
るる
のの
はは
友友
人人

のの
ほほ
うう
でで
ああ
っっ
てて
、、
当当
方方
にに
とと
っっ
てて
はは
「「
友友
人人
にに
違違
いい
なな
いい
」」
まま
まま
でで
すす
かか
らら
。。 

ここ
のの
世世
でで
友友
人人
にに
出出
会会
うう
なな
んん
てて
得得
難難
いい
ここ
とと
でで
すす
かか
らら
、、友友
人人
はは
大大
事事
にに
しし
まま

しし
ょょ
うう
。。
手手
元元
にに
カカ
ネネ
がが
ああ
るる
なな
らら
ばば
、、
どど
んん
どど
んん
貸貸
しし
てて
ああ
げげ
まま
しし
ょょ
うう
、、
とと
相相

成成
りり
まま
すす
。。
たた
だだ
しし
、、
友友
人人
にに
限限
りり
まま
すす
よよ
。。 

以以
上上
、、
伊伊
古古
兄兄
ロロ
タタ
ささ
んん
のの
御御
説説
かか
らら
邪邪
推推
しし
てて
みみ
まま
しし
たた
。。 

 
 

（（
編編
集集
室室
）） 

丘丘のの上上のの 格言
友友
人人
にに
カカ
ネネ
をを
貸貸
しし
てて
はは
イイ
ケケ
ナナ
イイ 

物知り名探偵

第第 44話話  1166時時間間断断食食 っってて何何？？ 

1166時時間間断断食食ととはは、、一一日日ののううちち 1166時時間間はは食食事事をを控控ええ、、残残りりのの 88時時間間はは自自由由にに食食事事すするる方方法法

でですす。。たたととええばば、、午午後後 88時時にに夕夕飯飯をを終終ええててかからら 1166時時間間断断食食ををすするるケケーーススでではは、、翌翌日日のの正正午午

ままでで断断食食すするる。。逆逆にに「「夕夕食食をを食食べべなないいケケーースス」」もも想想定定さされれまますす。。上上記記ををごご参参考考にに。。 

いいずずれれににししててもも、、88時時間間はは自自由由にに飲飲食食可可能能ととななるるののでで、、食食事事量量をを大大幅幅にに減減ららすすダダイイエエッットト

とと比比べべてて負負担担はは少少ななくくてて済済みみまますす。。 

1166時時間間断断食食、、ななぜぜ効効果果ががああるるととさされれてていいるるののかか？？ 

現現代代人人はは「「食食べべ過過ぎぎ」」ななんんでですす。。腸腸内内環環境境をを整整ええたたりり、、栄栄養養「「飢飢餓餓」」状状態態にによよっってて細細胞胞がが

新新ししくく生生ままれれ変変わわるるオオーートトフファァジジーー（（自自食食作作用用））効効果果をを求求めめたたいいとといいうう理理由由でですす。。 

人人間間はは、、食食事事かからら摂摂取取ししたた糖糖質質ををエエネネルルギギーーにに変変ええてていいまますす（（糖糖質質代代謝謝））がが、、糖糖質質をを摂摂取取

ででききなないい空空腹腹状状態態がが長長時時間間続続くくとと、、中中性性脂脂肪肪をを分分解解すするるここととででエエネネルルギギーーをを生生みみ出出すすよよううにに

ななりりまますす（（ケケトトンン体体代代謝謝））。。体体がが「「ケケトトンン体体代代謝謝」」にに切切りり替替わわっったた状状態態ににななるるとと、、体体重重がが増増

ええるる原原因因ととななるる中中性性脂脂肪肪をを燃燃焼焼ささせせるるよよううににななりり、、太太るる原原因因をを減減ららせせるるとといいううワワケケでですす。。 

「「糖糖質質代代謝謝」」かからら「「ケケトトンン体体代代謝謝」」にに切切りり替替わわるるににはは最最後後のの食食事事かからら 1122時時間間程程度度かかかかるる

ととさされれてていいるるののでで、、「「1166時時間間断断食食」」はは効効果果的的だだとと言言わわれれてていいるるよよううでですす。。 

以以上上、、ネネッットト記記事事ななどどをを参参考考ににししてて概概説説ししままししたたがが、、健健康康なな生生活活をを送送るるたためめにに、、気気ににななるる

方方はは調調べべててみみるるここととををおおススススメメししまますす（（編編集集室室））。。 

真真夜夜中中 

午午前前中中 

午午後後 

おお昼昼 

16時間

断食夜夜 

8時間

食べて OK

夕夕食食をを食食べべなないいケケーースス 

朝朝食食をを食食べべなないいケケーースス 

真真夜夜中中 

午午後後 

おお昼昼 

16時間

断食

夜夜

8時間

食べて OK
午午前前中中 

ママルルイイチチ 

上上
田田
方方
面面

北北上上川川 
夕夕
顔顔
瀬瀬
橋橋

盛盛岡岡駅駅方方面面 舘舘坂坂橋橋方方面面 

材材木木町町商商店店街街 

岩岩手手高高校校 
県県庁庁方方面面 

ここ
れれ
まま
でで
ママ
スス
クク
をを
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
多多
かか
っっ
たた
とと
思思

いい
まま
すす
がが
、、
皆皆
ささ
んん
はは
ママ
スス
クク
をを
外外
しし
てて
大大
きき
くく
口口
をを
開開
けけ

るる
準準
備備
はは
出出
来来
てて
いい
まま
すす
かか
？？ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科
でで
はは
、、
ここ
のの
度度
、、
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン

ググ
シシ
スス
テテ
ムム
をを
新新
たた
なな
方方
法法
にに
変変
更更
しし
まま
しし
たた
。。 

新新
しし
いい
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン
ググ
はは
、、
歯歯
をを
強強
くく
しし
なな
がが
らら
白白
くく

すす
るる
、、
飲飲
食食
制制
限限
がが
なな
いい
等等
のの
ここ
れれ
まま
でで
とと
違違
っっ
たた
ホホ
ワワ
イイ

トト
ニニ
ンン
ググ
をを
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし

たた
。。 大大

きき
なな
おお
口口
をを
開開
けけ
てて
素素
敵敵
なな
笑笑
顔顔
でで
笑笑
ええ
るる
よよ
うう
にに

精精
一一
杯杯
ササ
ポポ
ーー
トト
ささ
せせ
てて
もも
らら
いい
まま
すす
。。
是是
非非
、、
新新
しし
いい
ホホ

ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン
ググ
をを
体体
験験
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

 

院院
長長 

中中
谷谷
寛寛
之之

素素
敵敵
なな
笑笑
顔顔
をを
作作
りり
まま
せせ
んん
かか
？？

2244時時間間予予約約可可能能でですす 

hhttttppss::////zzmmtt--ddcc..ccoomm// 

駐駐車車場場有有 

歯歯のの内内部部かからら白白くくししまますす

歯歯をを強強くくししななががらら白白くくししまますす 

飲飲食食制制限限ははあありりまませせんん

ホホワワイイトトニニンンググのの特特長長

一一生生美美味味ししくく食食事事ががででききるるおお口口
のの健健康康をを提提供供ししてていいまますす 

第 4回 みみははららししのの丘丘 

スステテキキなな眺眺めめでですす 

北北松松園園にに岩岩手手山山をを眺眺めめるる「「絶絶景景ベベンンチチ」」ががあありりまますす。。 

地地域域住住民民のの方方々々ががボボラランンテティィアアでで設設置置さされれたたととののここととでですす。。 

読読者者ののＺＺ・・ＭＭささんんかかららおお知知ららせせいいたただだききままししたた。。 

おお散散歩歩ココーースス  ごご案案内内 連連載載 

ユユピピアアスス 
方方面面へへ 

   
ババスス 
タターーミミナナルル 

滝滝
沢沢
方方
面面 

四四
十十
四四
田田
ダダ
ムム
方方
面面 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面 

フファァミミリリーーママーートト 
西西松松園園店店ささんん 

ササンンタタウウンン 

東東松松園園 
小小学学校校 

ササンンタタウウンン 
入入口口 

みみははららししのの丘丘 

   
ユユニニババーーススささんん 

ササンンタタウウンン 

雲雲がが垂垂れれここめめたた日日ににはは

メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→  nnaaoo..hhaatttt@@ggmmaaiill..ccoomm 

（（メメルルアアドド 変変更更ととななりりままししたた）） 
ここのの広広告告枠枠がが 44ココママ 

3366，，000000円円（（月月額額・・税税別別））でですす。。 

県南で見た朝日

広広告告募募集集

広広
告告
募募
集集 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん」」にに広広告告をを出出すすとと、、売売りり上上げげがが伸伸びびるる、、

そそんんなな実実例例がが生生ままれれてていいまますす。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

せ
ず
、
会
話
で
「
あ
れ
」「
こ
れ
」
な
ど
の
言
葉
を
使
う
頻
度

が
上
が
る
の
も
特
徴
で
す
。
食
事
や
入
浴
な
ど
問
題
な
く
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
た
と
し
て
も
、
上
記
の
よ
う
な
出
来
事

を
身
近
に
感
じ
た
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

ＭＭ
ＣＣ
ＩＩ
にに
なな
るる
とと
どど
うう
なな
るる
のの
？？ 

２
０
２
２
年
時
点
で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
人
は
５
５
８
万
人
、
６
５

歳
以
上
に
占
め
る
割
合
は
１
５
．
５
％
で
あ
り
、
２
０
４
０

年
に
は
６
１
２
万
人
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
全
て
の
人
が
、
認
知
症
へ
と
進
行
し
て
い
く
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
間
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
状
態
を
維
持
し
た
ま
ま

の
場
合
や
健
常
に
戻
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
Ｍ
Ｃ

Ｉ
を
放
置
す
る
と
５
年
間
で
約
４
０
％
の
人
が
認
知
症
を
発

症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
５
年
以
内
に
認
知
症
に
な
る

の
か
、
ゆ
る
や
か
に
認
知
症
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
健
常
に

戻
る
か
・
・
・
そ
の
分
か
れ
道
の
一
つ
と
な
る
の
が
、
積
極

的
に
予
防
に
取
り
組
め
る
か
ど
う
か
で
す
。

早早
期期
発発
見見
のの
重重
要要
性性 

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
異
変
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生

活
習
慣
を
改
め
る
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の
進
行
を
防
い
だ
り
、

発
症
を
遅
ら
せ
た
り
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
早
期
に
発
見
し
て
、
予
防
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

食
習
慣
を
見
直
し
、
定
期
的
な
運
動
習
慣
で
脳
の
生
理
的

状
態
を
良
好
に
保
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
頭
を
使
っ
て
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
で

認
知
機
能
を
重
点
的
に
使
っ
て
、
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
最
近
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
治
療
薬
（
点
滴
薬
）

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ＭＭ
ＣＣ
ＩＩ
かか
らら
認認
知知
症症
へへ
のの
移移
行行
のの
具具
体体
的的
なな
予予
防防
法法
とと
治治
療療 

●

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

何
よ
り
大
切
な
の
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
野

菜
、
青
魚
を
中
心
に
１
日
２
０
〜
３
０
品
目
を
食
べ
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。
結
果
的
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●

適
度
な
運
動

注
意
力
を
高
め
て
物
忘
れ
の
防
止
に
効
果
的
な
の
は
、

有
酸
素
運
動
で
す
。
有
酸
素
運
動
と
は
、
軽
く
息
が
あ

が
る
位
の
状
態
を
保
つ
運
動
で
、
長
い
時
間
継
続
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
が
特
徴
で
す
。（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
、
ヨ
ガ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
）

●

適
切
な
脳
ト
レ

遊
び
な
が
ら
脳
の
記
憶
力
や
集
中
力
を
鍛
え
る
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
前
頭
葉
が
刺
激
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
み
ら
れ
ま
す
。
遊
び
の
要
素
が
あ
る
活
動
で
認
知

機
能
に
新
た
な
刺
激
を
与
え
る
認
知
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。（
脳
を
つ
か
う
ゲ
ー

ム
「
パ
ズ
ル
、
麻
雀
、
オ
セ
ロ
、
将
棋
な
ど
」
、
学
習
ド

リ
ル
、
楽
器
を
使
っ
た
音
楽
演
奏
、
合
唱
な
ど
）

●

薬
に
よ
る
治
療

２
０
２
３
年
１
２
月
に
認
知
症
の
新
薬
「
レ
ケ
ン
ビ

（
一
般
名
レ
ケ
ン
ビ
）
」
が
発
売
さ
れ
、
治
療
対
象
が
Ｍ

Ｃ
Ｉ
ま
た
は
軽
度
認
知
症
の
患
者
さ
ん
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
使
え
る
の
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ドβ

と
呼
ば
れ
る

異
常
な
タ
ン
パ
ク
質
が
脳
内
に
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
が

検
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
で
す
。

最最
後後
にに 

物
忘
れ
が
気
に
な
っ
た
ら
「
脳
神
経
内
科
」
や
「
も
の
忘

れ
外
来
」「
認
知
症
外
来
」
を
標
榜
し
て
い
る
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
い
い

で
し
ょ
う
。

診
断
に
必
要

な
検
査
は
、
問
診

や
、
認
知
機
能
低

下
の
有
無
や
程

度
を
調
べ
る
認

知
機
能
テ
ス
ト
、

脳
画
像
検
査
、
血

液
検
査
な
ど
で

す
。
早
期
に
Ｍ
Ｃ

Ｉ
を
発
見
、
原
因

を
特
定
す
る
こ

と
で
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
か

ら
認
知
症
へ
進

行
し
な
い
よ
う

に
適
切
な
対
策

を
行
な
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

（３）

地域の方々の健康維持と健康増進のためのコラムを書
いていただくよう、先生にお願いしました。関係方面の
ご理解のもと連載することといたしました。（編集室）

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
か つ み

 先先生生 
（プロフィール）
わたなべ内科・脳神経内科クリニッ

ク（高松３丁目）院長。長年にわたり、
脳神経内科医として、診療にたずさわ
ってこられました。医大時代はバイオ
リンを演奏していました。

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第１１００６６回回）） 
回回））
見見逃逃ささなないいでで！！『『ＭＭＣＣＩＩ（（軽軽度度認認知知障障害害））』』 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はは
じじ
めめ
にに 

前
回
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
新
薬
「
レ
ケ
ン
ビ
（
一
般

名
レ
カ
ネ
マ
ブ
）
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。
認
知
症
は
症
状
が

進
行
し
て
し
ま
う
と
治
療
が
困
難
で
あ
り
、
レ
カ
ネ
マ
ブ
の
治
療
対

象
も
、「
認
知
症
の
一
歩
手
前
の
軽
度
認
知
症
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
」
ま

た
は
「
軽
度
認
知
症
」
の
患
者
さ
ん
に
限
ら
れ
て
お
り
、
特
に
Ｍ
Ｃ

Ｉ
の
早
期
発
見
と
早
期
対
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
認
知
症
の
認
知
率
は
高
い
も
の
の
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
対
す
る

認
知
度
・
理
解
度
は
低
い
の
が
現
状
で
す
。
今
回
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
つ

い
て
、
そ
の
症
状
や
特
徴
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＭＭＣＣＩＩととはは？？ 
ＭＣＩ（エム・シー・アイ）とはMild Cognitive Impairmentの略称で、日本
語の正式名称は『軽度認知障害』です。認知症と通常の加齢に伴う物忘れの間

のグレーゾーンで、記憶や判断などを行なう脳の機能（認知機能）に障害が出

ているものの、自立した生活が送れていて認知症とはいえない状態を指します。

認知症はある日突然発症するわけではなく、徐々に進行していきます。このた

め、まだ認知症にはなっていないけれど、年齢相応の認知機能レベルより低下

している時期があります。まだ認知症ではないが、認知症に移行する可能性の

ある脳の状態として、認知症予備群と捉えると分かりやすいかもしれません。

徴

解

語の正式名称は『軽度認知障害』です。認知症と通常の加齢に伴う物忘れの間

出

このた

だ認知症にはなっていないけれど、年齢相応の認知機能レベルより低下

している時期があります。まだ認知症ではないが、認知症に移行する可能性の

ＭＭ
ＣＣ
ＩＩ
とと
認認
知知
症症
とと
のの
違違
いい
はは
？？ 

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
、
し
ば
し
ば
「
認
知
症
の

軽
度
な
も
の
」
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
予
備
群
で
あ
り
、
認
知
症
で
あ

り
ま
せ
ん
。
本
人
や
家
族
か
ら
他
の
同

年
代
の
人
に
比
べ
て
物
忘
れ
が
多
い

と
い
う
訴
え
が
あ
ま
す
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
が

認
知
症
と
最
も
大
き
く
異
な
る
点
は
、

ト
イ
レ
や
入
浴
、
着
替
え
、
食
事
等
の

基
本
的
な
日
常
生
活
に
は
支
障
が
な

い
と
い
う
点
で
す
。

ＭＭ
ＣＣ
ＩＩ
のの
症症
状状 

Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
な
る
と
、
日
常
生
活
に
は

問
題
な
い
も
の
の
、
も
の
忘
れ
を
し
た

り
複
雑
な
動
作
を
こ
な
し
に
く
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
「
繰

り
返
し
同
じ
話
を
す
る
」
「
何
度
も
同

じ
質
問
を
す
る
」
「
物
を
置
い
た
場
所

が
分
か
ら
な
く
な
る
」
「
家
電
製
品
の

操
作
方
法
な
ど
を
覚
え
る
の
に
時
間

が
か
か
る
」
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
人
や
物
の
名
前
を
思
い
出

メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→  nnaaoo..hhaatttt@@ggmmaaiill..ccoomm 

（（メメルルアアドド 変変更更ととななりりままししたた）） 
ここのの広広告告枠枠がが 44ココママ 

3366，，000000円円（（月月額額・・税税別別））でですす。。 

県南で見た朝日

広広告告募募集集

広広告告募募集集 ！！ メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。 →→ nnaaoo..hhaatttt@@ggmmaaiill..ccoomm  

前
略

い
よ
い
よ
冬
到
来
で
す
ね
。

今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
広
告
を
出
し
て
い
た
だ
く
と
、

「
あ
の
新
聞
に
広
告
を
出
し
て
い
る
店
・

会
社
な
ん
だ
あ
」
と
読
者
さ
ん
に
認
知
さ

れ
る
「
効
果
」
は
あ
り
ま
す
。

広
告
を
出
し
て
、
商
売
に
さ
ら
に
弾
み

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

広
告
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

ははりり灸灸  ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。 

不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

中中谷谷寛寛之之 先先生生 

連連
載載 

豆豆
知知
識識 

歯歯
のの
健健
康康 

第第
2222
回回 

ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
にに
つつ
いい
てて 

専専
門門
的的
なな
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
がが
必必
要要 

つつ
まま
りり
、、
「「
歯歯
垢垢
（（
ププ
ララ
ーー
クク
））」」
はは
自自
力力
でで
落落

とと
すす
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
がが
、、「「
ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
」」

やや
「「
歯歯
石石
」」
はは
自自
力力
でで
綺綺
麗麗
にに
すす
るる
ここ
とと
はは
難難
しし

くく
、、
専専
門門
的的
なな
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
がが
必必
要要
とと
なな
りり
まま

すす
。。 ババ

イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
はは
、、
唾唾
液液
中中
にに
含含
まま
れれ
るる
糖糖

分分
なな
どど
をを
栄栄
養養
とと
しし
てて
細細
菌菌
がが
増増
殖殖
しし
、、
次次
第第
にに

粘粘
着着
性性
のの
高高
いい
物物
質質
へへ
とと
変変
化化
しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。 

ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
をを
歯歯
にに
付付
着着
しし
たた
まま
まま
放放
置置

すす
るる
とと
、、
虫虫
歯歯
、、
歯歯
周周
病病
、、
口口
臭臭
なな
どど
様様
々々
なな
口口

腔腔
内内
トト
ララ
ブブ
ルル
をを
引引
きき
起起
ここ
しし
まま
すす
。。 

ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
をを
予予
防防
すす
るる
にに
はは
？？ 

ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
をを
予予
防防
すす
るる
たた
めめ
のの
基基
本本
はは

日日
々々
のの
正正
しし
いい
歯歯
磨磨
きき
でで
すす
。。
歯歯
のの
隅隅
々々
まま
でで
ブブ

ララ
ッッ
シシ
ンン
ググ
すす
るる
ここ
とと
でで
、、「「
歯歯
垢垢
（（
ププ
ララ
ーー
クク
））」」

がが
「「
ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
」」
にに
成成
長長
すす
るる
のの
をを
防防
ぐぐ

ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
はは
、、
セセ
ルル
フフ
ケケ
アア
だだ
けけ
でで
はは

完完
全全
にに
除除
去去
でで
きき
なな
いい
ここ
とと
がが
多多
くく
、、
専専
門門
的的
なな

器器
具具
やや
技技
術術
をを
使使
っっ
てて
歯歯
科科
医医
院院
でで
行行
わわ
れれ
るる
クク

リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
がが
必必
要要
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

心心
配配
なな
方方
はは
、、
当当
院院
へへ
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい
。。 

（（ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科 

中中
谷谷 

寛寛
之之 

）） 

ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
とと
はは
？？ 

食食
後後
８８
時時
間間
程程
度度
でで
形形
成成
ささ
れれ
るる
細細
菌菌
のの
塊塊
でで

ああ
るる
「「
歯歯
垢垢
（（
ププ
ララ
ーー
クク
））」」
がが
おお
口口
のの
中中
にに
長長
時時

間間
留留
まま
っっ
てて
膜膜
のの
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
もも
のの
をを
指指
しし
まま

すす
。。
つつ
まま
りり
、、
粘粘
着着
性性
のの
ああ
るる
ププ
ララ
ーー
クク
よよ
りり
もも

よよ
りり
強強
固固
なな
細細
菌菌
のの
塊塊
（（
膜膜
））
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
すす
。。 

細細
菌菌
がが
集集
まま
っっ
てて
層層
にに
なな
っっ
てて
いい
るる 

ババ
イイ
オオ
フフ
ィィ
ルル
ムム
はは
細細
菌菌
がが
集集
まま
っっ
てて
層層
にに
なな

っっ
てて
いい
るる
とと
いい
うう
構構
造造
をを
持持
つつ
たた
めめ
、、
外外
部部
かか
らら

のの
刺刺
激激
やや
歯歯
磨磨
きき
粉粉
、、
ママ
ウウ
スス
ウウ
ォォ
ッッ
シシ
ュュ
なな
どど

のの
洗洗
浄浄
剤剤
にに
対対
しし
てて
抵抵
抗抗
性性
がが
高高
くく
、、
日日
々々
行行
うう

歯歯
磨磨
きき
やや
うう
がが
いい
でで
はは
、、
完完
全全
にに
除除
去去
すす
るる
ここ
とと

はは
難難
しし
いい
のの
がが
特特
徴徴
でで
すす
。。「「
歯歯
石石
」」
はは
、、
ププ
ララ
ーー

クク
がが
唾唾
液液
中中
にに
含含
まま
れれ
るる
カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
やや
リリ
ンン
とと

反反
応応
すす
るる
ここ
とと
でで
石石
のの
よよ
うう
にに
硬硬
くく
なな
っっ
てて
生生
まま

れれ
るる
もも
のの
でで
、、
歯歯
石石
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
とと
、、
セセ
ルル

フフ
ケケ
アア
でで
はは
除除
去去
でで
きき
ずず
、、
歯歯
科科
医医
院院
でで
専専
門門
的的

なな
処処
置置
をを
受受
けけ
るる
ここ
とと
でで
しし
かか
汚汚
れれ
をを
取取
りり
除除
くく

ここ
とと
がが
でで
きき
まま
せせ
んん
。。 

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

2010年ＨＩＫＡＲＩＣＵＰグ
ランプリ・ジャーナル賞、2012
年ミルボン・デザイナーズア
ビリティー最高賞、2018 年ジ
ャパンへアドレッシング・ア
ワード北海道・東北エリア・
ノミネートなど。

一一度度、、枝枝毛毛ににななっっててししままううとと・・・・・・ 

残残念念ななががらら治治りりまませせんん。。。。。。 

指指のの皮皮膚膚ががささささくくれれににななっってて治治ららななかかっったたりり、、爪爪がが

割割れれててもも治治ららなないいとと同同じじでで、、髪髪のの毛毛のの枝枝毛毛はは治治りりまませせ

んん。。 

枝枝毛毛ももささささくくれれもも爪爪もも、、切切るるししかかあありりまませせんん。。 

「「痛痛んんだだかかららトトリリーートトメメンントト」」のの気気持持ちちもも分分かかりりまま

すすがが、、普普段段かからら痛痛ままなないいよよううににトトリリーートトメメンントトををすするる

ここととがが大大切切ににななりりまますす。。 

ドドラライイヤヤーーやや紫紫外外線線、、シシャャンンププーーででもも、、髪髪はは摩摩擦擦でで

痛痛みみまますす。。 

ももちちろろんんパパーーママややカカララーーもも痛痛みみのの原原因因でですす。。 

そそののほほかかににもも、、ダダイイエエッットトやや偏偏食食、、睡睡眠眠不不足足もも、、髪髪

のの質質をを悪悪くくししてて、、ダダメメーージジをを受受けけややすすくくすするる元元ににななりり

まますす。。生生活活習習慣慣でで変変ええらられれるるここととはは沢沢山山あありりまますすのの

でで、、ダダメメーージジをを重重ねねるる前前にに髪髪にに優優ししいい生生活活をを心心ががけけまま

ししょょううねね。。ももうう一一度度言言いいまますす。。枝枝毛毛はは治治りりまませせんんよよ！！ 

髪と頭皮と

私

中中舘舘 弥弥寿寿夫夫 ささんん 

第９４話 枝枝毛毛はは治治るるののかか？？ 

知知知知っっっったたたたらららら優優優優ししししくくくくししししちちちちゃゃゃゃうううう  

髪髪髪髪ののののこここことととと  

薬薬
はは
三三
つつ
にに
分分
けけ
らら
れれ
るる 

現現
代代
のの
生生
活活
にに
おお
いい
てて
、、
薬薬
はは
、、
欠欠
かか
すす
ここ

とと
のの
でで
きき
なな
いい
存存
在在
でで
すす
。。 

中中
国国
のの
漢漢
時時
代代
にに
書書
かか
れれ
たた
「「
神神
農農
本本
草草
経経
」」

にに
よよ
りり
まま
すす
とと
、、
薬薬
はは
上上
品品
、、
中中
品品
、、
下下
品品
のの

三三
つつ
にに
分分
けけ
らら
れれ
るる
とと
いい
いい
まま
すす
。。 

上上
品品
はは
、、
作作
用用
がが
穏穏
やや
かか
でで
抵抵
抗抗
力力
がが
つつ
きき
、、

命命
をを
養養
うう
。。 

中中
品品
はは
、、
作作
用用
がが
強強
くく
てて
病病
をを
治治
すす
がが
、、
虚虚

弱弱
にに
なな
るる
。。
下下
品品
はは
、、
作作
用用
がが
とと
てて
もも
強強
くく
てて

病病
をを
治治
すす
がが
、、
毒毒
にに
なな
るる
。。 

東東
洋洋
医医
学学
にに
おお
いい
てて
はは
「「
薬薬
食食
同同
源源
」」
ああ
るる

いい
はは
「「
医医
食食
同同
源源
」」
がが
健健
康康
長長
寿寿
のの
基基
本本
でで
すす
。。 

食食
材材
はは
薬薬
とと
同同
じじ 

ここ
れれ
はは
「「
食食
材材
はは
薬薬
とと
同同
じじ
でで
、、
上上
品品
でで
ああ
るる

べべ
きき
だだ
」」
とと
いい
うう
考考
ええ
方方
でで
すす
。。 

唐唐
時時
代代
のの
名名
医医
でで
ああ
っっ
たた
孫孫
思思
邈邈
（（
そそ
んん
しし
ばば

くく
））
はは
、、
「「
食食
べべ
物物
でで
病病
気気
をを
治治
しし
、、
憂憂
いい
をを
なな

くく
すす
るる
のの
がが
本本
当当
のの
医医
術術
でで
ああ
るる
。。
食食
べべ
物物
でで
治治

せせ
なな
いい
とと
きき
にに
初初
めめ
てて
、、
薬薬
をを
使使
うう
べべ
きき
でで
ああ

るる
。。」」
とと
言言
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

人人
間間
のの
体体
はは
食食
べべ
物物
にに
よよ
っっ
てて
作作
らら
れれ
てて
いい

まま
すす
。。
良良
質質
のの
食食
材材
をを
食食
べべ
てて
いい
れれ
ばば
、、
健健
康康
でで

病病
気気
にに
なな
りり
にに
くく
くく
なな
りり
まま
すす
。。
逆逆
にに
食食
材材
がが
粗粗

悪悪
でで
ああ
れれ
ばば
、、
そそ
れれ
でで
作作
らら
れれ
たた
体体
もも
粗粗
悪悪
にに
なな

っっ
てて
病病
気気
にに
なな
りり
まま
すす
。。
戦戦
後後
、、
ガガ
ンン
やや
糖糖
尿尿
病病

なな
どど
のの
患患
者者
数数
はは
右右
肩肩
上上
がが
りり
にに
増増
加加
しし
てて
いい

まま
すす
がが
、、
ここ
うう
しし
たた
病病
気気
のの
大大
きき
なな
原原
因因
のの
一一
つつ

はは
食食
べべ
物物
にに
ああ
るる
ここ
とと
はは
明明
らら
かか
でで
すす
。。 

現現
代代
はは
「「
病病
気気
にに
なな
っっ
たた
らら
どど
うう
すす
るる
かか
」」
とと

いい
っっ
たた
治治
療療
法法
ばば
かか
りり
がが
重重
視視
ささ
れれ
、、
「「
病病
気気
にに

なな
らら
なな
いい
たた
めめ
にに
はは
何何
をを
食食
べべ
たた
らら
良良
いい
かか
」」
とと

いい
うう
薬薬
食食
同同
源源
のの
話話
はは
ああ
まま
りり
聞聞
きき
まま
せせ
んん
。。 

テテ
レレ
ビビ
のの
ググ
ルル
メメ
番番
組組
でで
美美
食食
大大
食食
しし
てて
いい

るる
リリ
ポポ
ーー
タタ
ーー
達達
をを
見見
るる
たた
びび
にに
、、
ここ
のの
人人
たた
ちち

はは
大大
丈丈
夫夫
だだ
ろろ
うう
かか
とと
いい
らら
ぬぬ
心心
配配
をを
しし
てて
いい

まま
すす
。。 

そそ
ここ
でで
、、
ここ
のの
ココ
ーー
ナナ
ーー
でで
はは
、、
東東
洋洋
医医
学学
的的

なな
食食
材材
選選
びび
にに
つつ
いい
てて
おお
話話
をを
しし
たた
いい
とと
思思
いい

まま
すす
。。 

第第 7722 話話  薬薬食食同同源源ととはは（（ 薬薬食食同同源源 ①① ）） 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師 鍼灸ささき・院長。
高松で鍼灸治療院を開いて
います。岩手県トライアスロン
協会事務局長もされています。

佐々木先生のひとくちコラムム佐々木先生 ひひとくくちち ラ

東東洋洋医医学学のの話話  

体体ののパパワワーーススポポッットト 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さん、「終活カウンセラー」の資格
を取得されました。これを機に、コラムを一新しました。（編集室）

連連載載 

第第 1133 話話 いいろろいいろろあありりっったたななーー 今今年年もも。。 

認認定定補補聴聴器器技技能能者者資資格格

とと終終活活カカウウンンセセララーーのの資資

格格をを持持っってておおらられれまますす。。 
人人情情味味ああふふれれるる方方でで、、

高高松松ににおお住住ままいいでですす。。 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

ププロロがが語語るる補補補補聴聴聴聴器器器器おおよよびび終終終終活活活活へへのの想想いい 

文文
才才
無無
いい
自自
分分
をを
実実
感感
しし
つつ
つつ
、、 

おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
地地
域域
にに
おお
住住
いい
のの
皆皆
様様

いい
かか
がが
おお
過過
ごご
しし
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
おお
変変
わわ
りり
ああ
りり

まま
せせ
んん
かか
。。
寒寒
くく
なな
りり
風風
邪邪
なな
どど
引引
かか
れれ
てて
いい
まま

せせ
んん
かか
？？
足足
腰腰
、、
痛痛
くく
辛辛
くく
はは
在在
りり
まま
せせ
んん
かか
？？ 

 

ここ
うう
しし
てて
毎毎
月月
ココ
ララ
ムム
とと
しし
てて
書書
かか
せせ
てて
頂頂
くく

場場
をを
いい
たた
だだ
きき
、、
本本
当当
にに
有有
難難
うう
御御
座座
いい
まま
すす
。。 

地地
頭頭
ああ
っっ
たた
なな
らら
、、
とと
落落
ちち
込込
みみ
まま
すす
がが
、、
どど

ここ
でで
購購
入入
ささ
れれ
てて
もも
、、
誰誰
にに
相相
談談
ささ
れれ
てて
もも
、、
良良

いい
買買
いい
物物
よよ
かか
っっ
たた
なな
ーー
とと
思思
っっ
てて
頂頂
きき
たた
いい
思思

いい
のの
みみ
でで
、、
ププ
ララ
スス
のの
面面
だだ
けけ
でで
はは
なな
くく
ママ
イイ
ナナ

スス
のの
面面
、、
両両
面面
かか
らら
おお
伝伝
ええ
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

人人
にに
よよ
っっ
てて
はは
不不
快快
にに
思思
わわ
れれ
るる
方方
もも
いい
るる
かか

もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
おお
許許
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。 

[[

補補
聴聴
器器]]

  

以以
前前
のの
様様
にに
聞聞
ここ
ええ
るる
のの
でで
すす
かか
？？ 

 

補補
聴聴
器器
はは
、、「「
聴聴
力力
がが
衰衰
ええ
るる
前前
にに
戻戻
すす
」」
のの

でで
はは
なな
くく
、、
今今
のの
聴聴
力力
をを
最最
大大
限限
にに
活活
かか
しし
、、

よよ
りり
快快
適適
なな
「「
聞聞
ここ
ええ
」」、、
そそ
れれ
はは
生生
活活
のの
質質
のの

維維
持持
をを
提提
供供
すす
るる
もも
のの
、、 

とと
考考
ええ
てて
頂頂
けけ
まま
せせ
んん
かか
。。 

 

聴聴
力力
にに
はは
個個
人人
差差
がが
ああ
りり
、、
補補
聴聴
器器
をを
装装
用用

すす
るる
目目
的的
、、
装装
用用
のの
効効
果果
もも
異異
なな
りり
まま
すす
。。 

具具
体体
的的
にに
はは
、、
適適
しし
たた
補補
聴聴
器器
をを
装装
用用
すす
るる

事事
でで
、、
人人
とと
会会
いい
聞聞
くく
話話
すす
事事
にに
対対
すす
るる
不不
安安

のの
緩緩
和和
、、
よよ
りり
前前
向向
きき
でで
活活
動動
的的
なな
生生
活活
をを
送送

れれ
るる
よよ
うう
にに
、、
をを
目目
指指
しし
てて
いい
るる
商商
品品
とと
しし
てて

取取
りり
組組
まま
れれ
るる
ほほ
うう
がが
賢賢
明明
なな
考考
ええ
方方
でで
すす
。。 

 

装装
用用
とと
はは
、、「「
付付
けけ
るる
・・
使使
うう
」」
とと
いい
うう
意意
味味

でで
、、
補補
聴聴
器器
かか
らら
のの
音音
にに
「「
脳脳
」」
がが
慣慣
れれ
るる
必必

要要
がが
ああ
るる
事事
もも
、、
先先
にに
理理
解解
しし
てて
頂頂
きき
たた
いい
点点

でで
すす
。。 

[[

終終
活活]]

 

 

無無
理理
しし
なな
くく
てて
よよ
いい
、、 

 

終終
活活
にに
関関
しし
てて
、、
昨昨
年年
秋秋
かか
らら
私私
自自
身身
もも
取取

りり
組組
みみ
はは
じじ
めめ
たた
訳訳
でで
すす
がが((

終終
活活
ノノ
ーー
トト
のの

作作
成成::

現現
状状
のの
把把
握握
とと
棚棚
卸卸))

。。 

正正
直直
、、
取取
組組
んん
でで
みみ
てて
感感
じじ
たた
ここ
とと
はは
「「
気気

がが
重重
いい
」」
「「
面面
倒倒
臭臭
いい
」」
「「
今今
、、
必必
要要
とと
感感
じじ
てて

いい
なな
いい
」」
実実
感感
がが
湧湧
かか
なな
いい
等等
々々
・・
・・
・・
数数
ええ

上上
げげ
れれ
ばば
キキ
リリ
がが
なな
くく
、、「「
やや
らら
なな
いい
」」
理理
由由
ばば

かか
りり
のの
オオ
ンン
パパ
レレ
ーー
ドド
でで
すす
。。 

 

当当
然然
、、
私私
のの
親親
もも
似似
たた
よよ
うう
なな
もも
のの
でで
、、
ごご

りり
押押
しし
すす
るる
もも
のの
でで
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
しし
、、
気気
長長

にに
傍傍
でで
見見
守守
っっ
てて
いい
るる
感感
じじ
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

いい
ざざ
、、
そそ
のの
場場
面面
にに
なな
っっ
たた
時時
、、
目目
にに
見見
ええ

るる
形形
でで
ここ
のの
叩叩
きき
台台((

ここ
ここ
でで
はは
書書
きき
込込
んん
だだ

終終
活活
ノノ
ーー
トト))

がが
ああ
れれ
ばば
事事
がが
スス
ムム
ーー
ズズ
とと
いい

うう
だだ
けけ
のの
話話
でで
すす
かか
らら
。。 

（（
自自
分分
もも
家家
族族
もも
、、
よよ
りり
スス
ムム
ーー
ズズ 

？？
）） 

ああ
なな
たた
はは
、、
どど
うう
思思
いい
まま
すす
かか
。。 

 
 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

。

（５）

最最
近近
見見
たた
テテ
レレ
ビビ
でで
知知
りり
まま
しし
たた
。。
パパ
リリ
のの
セセ

ーー
ヌヌ
川川
のの
近近
くく
にに
ああ
るる
古古
本本
屋屋
のの
看看
板板
にに
、、
次次
のの

よよ
うう
なな
言言
葉葉
がが
書書
かか
れれ
てて
いい
るる
とと
かか
。。 

「「
見見
知知
らら
ぬぬ
人人
にに
はは
親親
切切
にに
しし
なな
ささ
いい
。。
彼彼
らら

はは
変変
装装
しし
たた
天天
使使
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
かか
らら
」」 

「「
変変
装装
しし
たた
天天
使使
」」
でで
すす
かか
。。
笑笑
ええ
まま
すす
ねね
。。 

でで
すす
がが
、、
他他
人人
様様
のの
ここ
とと
をを
「「
変変
装装
しし
たた
天天
使使

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
はは
、、
そそ
んん
なな
にに
多多

くく
はは
なな
いい
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。
たた
いい
てて
いい
はは
、、「「
ああ
のの

方方
はは
天天
使使
なな
んん
かか
じじ
ゃゃ
なな
いい
！！
」」
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

とと
いい
うう
ここ
とと
はは
、、「「
見見
知知
らら
ぬぬ
人人
にに
はは
親親
切切
にに
しし

なな
ささ
いい
」」
とと
いい
うう
戒戒
めめ
はは
、、
無無
効効
にに
なな
るる
運運
命命
にに

ああ
るる
のの
かか
もも
。。 

今今
のの
よよ
うう
にに
、、
傍傍
若若
無無
人人
のの
出出
来来
事事
がが
跋跋
扈扈
（（
ばば

っっ
ここ
））
すす
るる
時時
代代
にに
ああ
っっ
てて
、、「「
見見
知知
らら
ぬぬ
人人
にに
はは

親親
切切
にに
しし
なな
ささ
いい
」」
なな
どど
とと
公公
言言
すす
るる
とと
はは
、、
驚驚

きき
でで
すす
。。
そそ
のの
店店
舗舗
のの
ごご
主主
人人
ささ
んん
はは
宗宗
教教
でで
もも

やや
っっ
てて
いい
るる
？？
そそ
れれ
でで
、、
そそ
のの
謎謎
がが
気気
にに
なな
りり
まま

しし
たた
。。「「
見見
知知
らら
ぬぬ
人人
にに
はは
親親
切切
にに
しし
なな
ささ
いい
」」
とと

言言
わわ
れれ
るる
理理
由由
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
てて
みみ
まま
しし
たた
。。 

「「
見見
知知
らら
ぬぬ
人人
」」
にに
親親
切切
にに
しし
なな
ささ
いい
とと
言言
うう

のの
なな
らら
ばば
、、
「「
見見
知知
っっ
てて
いい
るる
人人
」」
にに
はは
・・
・・
・・ 

当当
然然
、、「「
親親
切切
にに
しし
なな
ささ
いい
」」
とと
なな
るる
はは
ずず
でで
すす
。。 

とと
ここ
ろろ
がが
、、「「
見見
知知
っっ
てて
いい
るる
人人
」」
でで
ああ
っっ
てて
もも

親親
切切
にに
出出
来来
なな
いい
ここ
とと
がが
ああ
るる
。。
そそ
のの
理理
由由
はは
、、

「「
気気
にに
そそ
ぐぐ
わわ
なな
いい
御御
仁仁
」」
だだ
とと
思思
うう
かか
らら
でで
すす
。。

人人
間間
はは
「「
誰誰
にに
対対
しし
てて
もも
」」
親親
切切
にに
出出
来来
るる
わわ
けけ

でで
はは
なな
いい
。。
そそ
れれ
でで
、、「「
見見
知知
らら
ぬぬ
人人
にに
はは
親親
切切
にに

しし
なな
ささ
いい
」」
とと
いい
うう
格格
言言
がが
必必
要要
にに
なな
るる
。。
つつ
まま

りり
、、
ここ
のの
格格
言言
のの
真真
意意
はは
、、「「
見見
知知
っっ
てて
いい
るる
」」
人人

でで
ああ
っっ
てて
もも
親親
切切
にに
しし
なな
ささ
いい
、、
とと
いい
うう
ここ
とと
なな

のの
でで
すす
（（
私私
見見
））
。。
人人
間間
はは
「「
誰誰
にに
対対
しし
てて
もも
」」
親親

切切
にに
出出
来来
るる
わわ
けけ
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
半半
面面
でで
、、

「「
誰誰
にに
対対
しし
てて
もも
」」
親親
切切
にに
出出
来来
たた
らら
イイ
イイ
、、
とと

内内
心心
、、
思思
っっ
てて
いい
るる
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

そそ
のの
理理
由由
はは
、、
自自
分分
はは
、、「「
誰誰
かか
らら
もも
」」
親親
切切
にに

しし
てて
もも
らら
いい
たた
いい
かか
らら
でで
すす
。。
確確
かか
にに
、、「「
誰誰
かか
らら

もも
」」
親親
切切
にに
しし
てて
もも
らら
ええ
るる
なな
らら
ばば
、、
ここ
のの
先先
もも

自自
分分
らら
しし
くく
生生
きき
てて
いい
行行
けけ
るる
とと
思思
ええ
まま
すす
。。 

なな
らら
ばば
、、
相相
手手
のの
方方
はは
、、「「
変変
装装
しし
たた
天天
使使
」」
なな

んん
かか
じじ
ゃゃ
なな
くく
てて
イイ
イイ
。。
自自
分分
とと
同同
じじ
「「
ワワ
ガガ
ママ

ママ
なな
妖妖
精精
」」
でで
もも
イイ
イイ
。。
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
、、
結結
論論

がが
出出
まま
しし
たた
。。「「
見見
知知
っっ
てて
いい
るる
人人
」」
でで
ああ
っっ
てて
もも
、、

親親
切切
にに
しし
たた
いい
。。「「
ワワ
ガガ
ママ
ママ
なな
妖妖
精精
」」
かか
もも
しし
れれ

なな
いい
かか
らら
。。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（（
ＨＨ
子子
）） 

とと
きき
どど
きき
雨雨
ふふ
りり

読読
者者
かか
らら
のの
エエ
ッッ
セセ
ーー

第第
3311
話話 

 

ワワ
ガガ
ママ
ママ
なな
妖妖
精精

。

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が
素晴らしい」という意味です。あるときは庭の花を愛で、
あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」にな
ぞらえて、高前田博子さんが綴ってくれます。（編集室）

日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日  

  

））

連連載載 

私私
がが
子子
供供
のの
頃頃
、、
高高
田田
ささ
んん
にに
付付
けけ
たた
渾渾
名名
（（
ああ
だだ
なな
））
だだ
。。 

子子
供供
心心
にに
不不
気気
味味
にに
見見
ええ
、、
かか
とと
言言
っっ
てて
嫌嫌
いい
とと
はは
思思
わわ
なな
かか

っっ
たた
。。
憧憧
れれ
とと
まま
でで
はは
行行
かか
なな
くく
てて
もも
不不
思思
議議
なな
気気
持持
だだ
っっ
たた
。。 

スス
ーー
パパ
ーー
でで
再再
会会
しし
てて
かか
らら
、、
七七
年年
後後
、、
高高
田田
ささ
んん
のの
妻妻
はは
ガガ

ンン
でで
ああ
っっ
けけ
なな
くく
逝逝
っっ
たた
。。 

彼彼
はは
すす
ぐぐ
にに
立立
ちち
直直
っっ
たた
。。
滴滴
石石
（（
しし
ずず
くく
いい
しし
））
リリ
ポポ
ーー
トト

「「
たた
んん
たた
んん
」」
とと
いい
うう
ロロ
ーー
カカ
ルル
紙紙
をを
週週
一一
回回
、、
発発
行行
しし
始始
めめ
たた
。。

友友
人人
、、
知知
人人
らら
にに
自自
らら
配配
っっ
てて
いい
たた
。。
スス
ポポ
ンン
ササ
ーー
はは
無無
いい
。。 

「「
すす
べべ
てて
茶茶
番番
のの
財財
政政
議議
論論
」」
とと
政政
治治
批批
判判
。。「「
小小
ささ
なな
スス
ナナ
ッッ

クク
『『
よよ
りり
道道
』』
開開
店店
」」
とと
ほほ
っっ
ここ
りり
しし
たた
ニニ
ュュ
ーー
スス
なな
どど
盛盛
りり
沢沢

山山
だだ
。。 

妻妻
のの
死死
にに
追追
討討
ちち
をを
かか
けけ
るる
よよ
うう
にに
高高
田田
ささ
んん
もも
ガガ
ンン
にに
冒冒
ささ

れれ
たた
。。
内内
科科
医医
がが
真真
顔顔
でで
「「
ガガ
ンン
はは
移移
るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
」」
とと
語語

っっ
たた
。。
又又
聞聞
きき
のの
話話
だだ
。。 

「「
俺俺
ささ
、、、、
ガガ
ンン
なな
んん
だだ
っっ
てて
」」 

他他
人人
ごご
とと
のの
よよ
うう
にに
話話
すす
様様
子子
にに
私私
はは
せせ
つつ
なな
かか
っっ
たた
。。 

新新
聞聞
がが
二二
、、
三三
週週
、、
休休
刊刊
にに
なな
るる
とと
どど
きき
っっ
とと
すす
るる
。。 

「「
抗抗
がが
んん
剤剤
のの
副副
作作
用用
でで
ウウ
ツツ
にに
なな
るる
んん
だだ
よよ
」」 

休休
刊刊
のの
訳訳
をを
高高
田田
ささ
んん
はは
軽軽
くく
話話
すす
。。
病病
にに
冒冒
ささ
れれ
たた
彼彼
はは
、、

烏烏
天天
狗狗
のの
羽羽
根根
とと
足足
駄駄
のの
歯歯
がが
折折
れれ
たた
よよ
うう
でで
一一
回回
りり
小小
ささ
くく
見見

ええ
るる
。。 

何何
かか
彼彼
にに
しし
てて
やや
れれ
るる
ここ
とと
はは
無無
いい
かか
とと
私私
はは
いい
つつ
もも
考考
ええ

るる
。。
盃盃
をを
手手
にに
弱弱
音音
をを
吐吐
いい
てて
欲欲
しし
いい
。。 

教教
師師
でで
、、
組組
合合
のの
委委
員員
長長
だだ
っっ
たた
気気
骨骨
のの
ああ
るる
彼彼
はは
、、
薄薄
っっ
ぺぺ

らら
なな
同同
情情
はは
喜喜
ばば
なな
いい
。。 

彼彼
のの
生生
きき
がが
いい
のの
新新
聞聞
のの
愛愛
読読
者者
でで
いい
るる
ここ
とと
がが
一一
番番
とと
思思
うう

よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。 

五五
年年
ほほ
どど
前前
にに
はは
毎毎
日日
、、
見見
せせ
にに
来来
てて
堅堅
いい
話話
をを
しし
つつ
つつ
もも
私私

をを
ささ
りり
げげ
なな
くく
口口
説説
いい
たた
くく
せせ
にに
。。
ここ
のの
親親
ババ
カカ
とと
心心
のの
中中
でで
呟呟

いい
たた
。。 

息息
子子
自自
慢慢
もも
一一
通通
りり
終終
わわ
っっ
たた
。。 

「「
とと
ここ
ろろ
でで
、、
ああ
んん
なな
スス
テテ
キキ
なな
女女
性性
どど
ここ
でで
見見
つつ
けけ
たた
のの
」」 

私私
はは
高高
田田
ささ
んん
とと
妻妻
とと
のの
馴馴
初初
（（
なな
れれ
そそ
））
めめ
をを
尋尋
ねね
たた
くく
なな

っっ
たた
。。
彼彼
はは
頭頭
をを
掻掻
きき
なな
がが
らら
語語
りり
始始
めめ
たた
。。 

「「
転転
勤勤
しし
てて
アア
パパ
ーー
トト
でで
暮暮
らら
しし
てて
いい
たた
んん
だだ
」」 

食食
事事
をを
作作
るる
のの
がが
面面
倒倒
でで
スス
ーー
パパ
ーー
のの
弁弁
当当
、、
カカ
ッッ
ププ
麺麺
、、
夜夜

はは
外外
食食
とと
続続
けけ
たた
。。
アア
パパ
ーー
トト
のの
隣隣
のの
女女
性性
がが
手手
作作
りり
のの
食食
事事
をを

届届
けけ
てて
くく
れれ
たた
。。
薄薄
味味
でで
ああ
まま
りり
口口
にに
合合
わわ
なな
かか
っっ
たた
。。
仕仕
方方
なな

しし
にに
、、
美美
味味
しし
いい
をを
連連
発発
しし
たた
。。 

すす
るる
とと
、、
三三
日日
にに
上上
げげ
ずず
料料
理理
がが
やや
っっ
てて
きき
たた
。。 

そそ
うう
ここ
うう
すす
るる
うう
ちち
にに
、、
彼彼
女女
のの
味味
にに
慣慣
らら
ささ
れれ
てて
しし
まま
っっ
たた
。。

職職
業業
をを
聞聞
くく
とと
栄栄
養養
士士
らら
しし
かか
っっ
たた
。。 

「「
そそ
れれ
かか
らら
……
」」 

私私
のの
問問
いい
にに
高高
田田
ささ
んん
はは
酒酒
のの
せせ
いい
かか
頬頬
をを
赤赤
らら
めめ
、、
少少
しし
間間

をを
置置
いい
てて 

「「
続続
きき
はは
想想
像像
にに
まま
かか
せせ
るる
よよ
」」 

とと
言言
葉葉
をを
濁濁
しし
たた
。。 

「「
とと
ここ
ろろ
でで
ささ
、、
俺俺
、、
ママ
ママ
のの
子子
供供
のの
頃頃
知知
っっ
てて
いい
るる
よよ
」」 

高高
校校
のの
頃頃
、、
私私
のの
家家
のの
前前
をを
通通
っっ
てて
いい
たた
。。 

クク
リリ
ッッ
とと
しし
てて
可可
愛愛
いい
目目
とと
エエ
クク
ボボ
はは
今今
もも
健健
在在
だだ
なな
とと
、、
よよ

いい
しし
ょょ
しし
たた
。。 

私私
はは
頭頭
のの
中中
でで
高高
田田
ささ
んん
にに
、、
よよ
れれ
よよ
れれ
のの
学学
生生
帽帽
、、
学学
生生
服服
、、

黒黒
いい
ママ
ンン
トト
をを
着着
せせ
、、
足足
駄駄
をを
履履
かか
せせ
たた
。。 

「「
ああ
っっ
、、
烏烏
天天
狗狗
（（
かか
らら
すす 

てて
んん
ぐぐ
））」」 

 

町町
外外
れれ
のの
酒酒
場場
はは
常常
連連
客客
でで
そそ
ここ
そそ
ここ
繁繁
盛盛
しし
てて
いい
るる
。。
客客
のの

高高
田田
ささ
んん
はは
早早
いい
時時
間間
にに
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
にに
座座
るる
。。
二二
、、
三三
杯杯
飲飲
んん

でで
軽軽
くく
食食
事事
をを
すす
るる
。。
深深
酒酒
はは
しし
なな
いい
。。
スス
ララ
リリ
とと
しし
てて
気気
骨骨
のの

ああ
るる
人人
物物
だだ
。。
転転
勤勤
しし
たた
かか
、、
暫暫
くく
姿姿
をを
見見
せせ
なな
かか
っっ
たた
。。 

五五
年年
ほほ
どど
しし
てて
スス
ーー
パパ
ーー
でで
高高
田田
ささ
んん
をを
見見
かか
けけ
たた
。。
見見
失失
わわ

なな
いい
よよ
うう
にに
急急
いい
でで
近近
付付
いい
たた
。。 

「「
おお
久久
しし
振振
りり
。。
おお
元元
気気
でで
しし
たた
かか
」」 

「「
いい
やや
ーー
ママ
ママ
。。
俺俺
、、
結結
婚婚
しし
たた
んん
だだ
」」 

はは
にに
かか
みみ
なな
がが
らら
のの
彼彼
のの
一一
声声
だだ
っっ
たた
。。
後後
をを
見見
るる
とと
三三
十十
前前

後後
だだ
ろろ
うう
かか
。。
私私
よよ
りり
五五
つつ
ほほ
どど
若若
いい
よよ
うう
なな
女女
性性
がが
軽軽
くく
会会
釈釈

しし
たた
。。
物物
静静
かか
なな
女女
性性
にに
見見
ええ
たた
。。
赤赤
んん
坊坊
をを
抱抱
いい
てて
いい
たた
。。
私私

はは
女女
性性
同同
伴伴
とと
はは
知知
らら
ずず
気気
軽軽
にに
声声
をを
掛掛
けけ
、、
一一
瞬瞬
たた
じじ
ろろ
いい
だだ
。。 

「「
近近
いい
うう
ちち
にに
飲飲
みみ
にに
来来
てて
よよ
」」 

女女
性性
にに
聞聞
ここ
ええ
なな
いい
よよ
うう
にに
店店
のの
宣宣
伝伝
をを
抜抜
かか
りり
なな
くく
しし
てて
別別

れれ
たた
。。
宣宣
伝伝
のの
効効
果果
がが
ああ
っっ
てて
かか
、、
以以
前前
ほほ
どど
でで
はは
なな
いい
がが
高高
田田

ささ
んん
はは
月月
にに
二二
、、
三三
度度
暖暖
簾簾
をを
潜潜
っっ
てて
くく
れれ
たた
。。 

気気
骨骨
のの
ああ
るる
彼彼
はは
牙牙
（（
きき
ばば
））
をを
抜抜
いい
たた
よよ
うう
だだ
っっ
たた
。。
メメ
ロロ

メメ
ロロ
のの
パパ
パパ
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
。。
息息
子子
にに
歯歯
がが
二二
本本
生生
ええ
たた
、、
伝伝
いい

歩歩
きき
がが
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
とと
笑笑
顔顔
をを
見見
せせ
たた
。。 

高高前前田田 博博子子ささんん 
 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 

第第 44４４話話  せせつつなないい

高高前前田田 博博子子ささんんのの 「「想想いい出出エエッッセセーー」」 

ここのの連連休休、、松松園園のの県県立立博博物物館館ででウウォォーーククララリリーーののイイベベンントトががあありり、、

娘娘とと主主人人とと３３人人でで参参加加ししててききままししたた。。 

ととててももいいいいイイベベンントトだだとと思思いいままししたた。。１１３３かか所所にに化化石石とと化化石石のの説説明明

文文がが書書いいててあありり、、受受付付でで渡渡さされれたた問問題題ををそそのの説説明明文文かからら説説いいてて答答ええをを

集集めめるるとといいううウウォォーーククララリリーーででししたた。。 

恥恥ずずかかししななががらら、、県県立立博博物物館館のの中中にに入入っったたののはは初初めめててでで、、ここうういいうう

機機会会ででももななけけれればば行行くくここととががななかかっったたでですす。。 

博博物物館館かからら公公園園ななどどいいろろんんなな場場所所にに行行くくののでで、、かかななりり歩歩ききままししたた～～ 

親親子子とともも十十分分にに楽楽ししめめままししたた♪♪ 

来来年年もも是是非非参参加加ししたたいいとと思思いいまますす。。 

ああとと、、ももうう一一つつおおすすすすめめ！！ 

テテンンパパーーククででももススタタンンププララリリーーをを毎毎年年開開催催ししててままししてて、、ここちちららもも併併

せせてておおすすすすめめでですす♪♪ 

国国立立岩岩手手山山青青少少年年交交流流のの家家 hhttttppss::////iiwwaattee..nniiyyee..ggoo..jjpp//

緑が丘で保険代理店を経営している佐藤晴紀さん

の会社のみなさんの日々の出来事を紹介します。

第第 110099話話 ウウォォーーククララリリーー 

ほほんんわわかか・・・・・・ 

家家族族日日記記 
 

連載

メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→  nnaaoo..hhaatttt@@ggmmaaiill..ccoomm 

（（メメルルアアドド 変変更更ととななりりままししたた）） 
ここのの広広告告枠枠がが 44ココママ 

3366，，000000円円（（月月額額・・税税別別））でですす。。 

県南で見た朝日

広広告告募募集集

ここのの広広告告枠枠がが 33ココママ 
2277，，000000円円（（月月額額・・税税別別））でですす。。 

おお店店ののこことと、、ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？ 

広広広広告告告告料料料料金金金金  
 

・・11ココママ 99,,000000円円（（１１かか月月・・税税別別））をを基基準準ににししままししてて 

・・22ココママ（（1188,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・33ココママ（（2277,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・55ココママ（（4455,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・66ココママ横横広広告告（（5544,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別））、、 

・・1100ココママ横横広広告告（（9900,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・全全面面広広告告（（222200,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→  nnaaoo..hhaatttt@@ggmmaaiill..ccoomm 

（（メメルルアアドド 変変更更ととななりりままししたた）） 



本本
体体
のの
大大
きき
ささ
はは
牛牛
乳乳
１１
ＬＬ
パパ
ッッ
クク
２２
本本
分分
くく
らら
いい
でで
場場

所所
もも
とと
らら
ずず
、、
まま
たた
操操
作作
はは
簡簡
単単
でで
今今
どど
きき
珍珍
しし
いい
大大
きき
なな

ツツ
ママ
ミミ
でで
表表
記記
もも
ハハ
ッッ
キキ
リリ
目目
立立
ちち
、、
子子
どど
もも
かか
らら
高高
齢齢
者者

まま
でで
安安
心心
しし
てて
使使
ええ
まま
すす
。。 

初初
めめ
にに
水水
道道
水水
をを
所所
定定
のの
２２
かか
所所
（（
水水
タタ
ンン
クク
とと
ボボ
イイ
ララ

ーー
部部
））
にに
入入
れれ
、、
次次
にに
口口
とと
鼻鼻
をを
おお
おお
うう
吸吸
入入
ママ
スス
クク
のの
位位

置置
をを
調調
整整
しし
、、
最最
後後
にに
モモ
ーー
ドド
をを11

つつ
選選
んん
でで
つつ
まま
みみ
をを
合合

わわ
せせ
（（
のの
どど
イイ
ガガ
イイ
ガガ
モモ
ーー
ドド
、、
はは
なな
ムム
ズズ
ムム
ズズ
モモ
ーー
ドド
、、

はは
なな
づづ
まま
りり
モモ
ーー
ドド
））
スス
イイ
ッッ
チチ
ＯＯ
ＮＮ
でで
スス
タタ
ーー
トト
しし
まま
すす
。。

スス
チチ
ーー
ムム
のの
粒粒
子子
ササ
イイ
ズズ
のの
違違
いい
でで
３３
つつ
のの
モモ
ーー
ドド
がが
ああ

りり
、、
たた
とと
ええ
ばば
『『
はは
なな
づづ
まま
りり
モモ
ーー
ドド
』』
はは
約約
44
～～
1111
㎛㎛
とと 

 

いい
ぶぶ
しし
銀銀
のの
家家
電電
＝＝
スス
チチ
ーー
ムム
吸吸
入入
器器 

そそ
のの
中中
でで
なな
ぜぜ
かか
昭昭
和和
のの
頃頃
かか
らら
現現
在在
まま
でで
めめ

んん
めめ
んん
とと
、、
カカ
タタ
ロロ
ググ
のの
片片
隅隅
にに
ちち
ょょ
ここ
んん
とと
存存

在在
しし
続続
けけ
るる
いい
ぶぶ
しし
銀銀
のの
家家
電電
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

もも
ちち
ろろ
んん
そそ
のの
間間
モモ
デデ
ルル
チチ
ェェ
ンン
ジジ
はは
しし
てて
いい

まま
すす
がが
、、
基基
本本
的的
なな
方方
向向
性性
はは
不不
変変
のの
まま
まま
続続
いい

てて
いい
るる
奇奇
特特
なな
商商
品品
でで
すす
。。 

しし
かか
もも
ババ
リリ
エエ
ーー
シシ
ョョ
ンン
がが
無無
くく
一一
機機
種種
のの
みみ

でで
勝勝
負負
すす
るる
、、
まま
るる
でで
時時
代代
劇劇
でで
斬斬
らら
れれ
役役
一一
筋筋

5500
年年
みみ
たた
いい
なな
スス
ゴゴ
イイ
奴奴
！！ 

そそ
れれ
がが
健健
康康
家家
電電
のの
スス
チチ
ーー
ムム
吸吸
入入
器器
でで
すす
。。 

健健
康康
家家
電電
とと
いい
ええ
ばば
血血
圧圧
計計
やや
体体
組組
成成
計計
なな
どど

がが
代代
表表
格格
でで
すす
がが
、、
吸吸
入入
器器
はは
知知
るる
人人
ぞぞ
知知
るる
とと

いい
うう
感感
じじ
のの
せせ
いい
かか
、、
取取
りり
扱扱
うう
メメ
ーー
カカ
ーー
もも
店店

もも
限限
らら
れれ
まま
すす
。。 

 

カカ
タタ
ロロ
ググ
でで
知知
るる
「「
キキ
ビビ
シシ
～～
ッッ
！！
世世
界界
」」 

家家
電電
メメ
ーー
カカ
ーー
のの
総総
合合
カカ
タタ
ロロ
ググ
にに
はは
、、
おお
宅宅

のの
様様
々々
なな
シシ
ーー
ンン
でで
役役
立立
つつ
商商
品品
がが
満満
載載
でで
すす
。。 

王王
道道
のの
テテ
レレ
ビビ
やや
エエ
アア
ココ
ンン
にに
冷冷
蔵蔵
庫庫
なな
どど

がが
、、
大大
きき
ささ
やや
機機
能能
違違
いい
でで
多多
種種
多多
様様
にに
掲掲
載載
ささ

れれ
てて
いい
るる
一一
方方
でで
、、
残残
念念
なな
がが
らら
生生
産産
完完
了了
でで
カカ

タタ
ロロ
ググ
かか
らら
消消
ええ
るる
もも
のの
もも
数数
多多
くく
ああ
りり
まま
すす
。。 

「「
ああ
れれ
っっ
？？
前前
はは
載載
っっ
てて
いい
たた
のの
にに
……
」」
なな
んん

てて
いい
うう
のの
はは
しし
ょょ
っっ
ちち
ゅゅ
うう
でで
、、
時時
代代
とと
とと
もも
にに

ニニ
ーー
ズズ
がが
減減
っっ
たた
もも
のの
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
たた
とと
ええ
新新

製製
品品
だだ
とと
しし
てて
もも
売売
りり
上上
げげ
がが
伸伸
びび
なな
いい
とと
、、
ああ

っっ
ささ
りり
姿姿
をを
消消
しし
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

結結
構構
キキ
ビビ
シシ
～～
ッッ
！！
世世
界界
がが
カカ
タタ
ロロ
ググ
にに
はは

広広
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

 

最最
もも
細細
やや
かか
なな
スス
チチ
ーー
ムム
がが
優優
しし
くく
鼻鼻
のの
奥奥
のの
ほほ
うう
まま
でで

届届
きき
まま
すす
。。 

ウウ
イイ
ルル
スス
やや
風風
邪邪
予予
防防
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
花花
粉粉
やや
ハハ
ウウ
スス

ダダ
スス
トト
なな
どど
のの
アア
レレ
ルル
ギギ
ーー
対対
策策
なな
どど
年年
間間
をを
通通
しし
てて
使使

ええ
るる
のの
でで
、、
のの
どど
・・
鼻鼻
をを
潤潤
しし
洗洗
いい
流流
すす
感感
覚覚
でで
習習
慣慣
にに

すす
るる
方方
もも
いい
まま
すす
。。 

カカ
ララ
オオ
ケケ
なな
どど
声声
をを
使使
いい
過過
ぎぎ
たた
時時
やや
朝朝
のの
起起
床床
時時
なな

どど
もも
イイ
イイ
そそ
うう
でで
すす
よよ
♪♪ 

目目
立立
たた
なな
くく
てて
もも
、、
長長
年年
たた
くく
ささ
んん
のの
人人
にに
支支
持持
ささ
れれ

てて
きき
たた
おお
役役
立立
ちち
家家
電電
。。
カカ
タタ
ロロ
ググ
かか
らら
消消
ええ
なな
いい
のの
もも
、、

ちち
ゃゃ
～～
んん
とと
理理
由由
がが
ああ
っっ
たた
よよ
うう
でで
すす
ねね
。。 

のの
どど
やや
鼻鼻
のの
奥奥
をを
潤潤
しし
てて
・・
・・
・・ 

寒寒
いい
季季
節節
はは
冷冷
たた
くく
乾乾
燥燥
しし
がが
ちち
なな
空空
気気
がが
粘粘

膜膜
をを
刺刺
激激
しし
てて
、、
のの
どど
がが
イイ
ガガ
イイ
ガガ
、、
鼻鼻
もも
ムム
ズズ
ムム

ズズ
とと
不不
快快
にに
なな
るる
ここ
とと
がが
増増
ええ
てて
きき
まま
すす
。。 

ここ
んん
なな
時時
にに
使使
っっ
てて
みみ
たた
いい
のの
がが
家家
庭庭
用用
吸吸
入入

器器
でで
すす
。。 

スス
チチ
ーー
ムム
吸吸
入入
器器
（（EE

WW
--
KK
AA
6655

医医
療療
機機
器器
認認
証証
／／

パパ
ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク
））
はは
、、
おお
宅宅
でで
手手
軽軽
にに
のの
どど
やや
鼻鼻
のの

ケケ
アア
がが
でで
きき
るる
健健
康康
家家
電電
でで
すす
。。 

約約
4433
℃℃
のの
温温
かか
くく
微微
細細
なな
スス
チチ
ーー
ムム
をを
吸吸
いい
込込

むむ
ここ
とと
でで
、、
のの
どど
やや
鼻鼻
のの
奥奥
をを
潤潤
しし
てて
楽楽
にに
しし
てて
くく

れれ
まま
すす
。。
ホホ
ッッ
トト
ドド
リリ
ンン
クク
をを
飲飲
むむ
時時
のの
鼻鼻
先先
にに
立立

ちち
のの
ぼぼ
るる
湯湯
気気
やや
、、
湯湯
船船
にに
つつ
かか
っっ
たた
時時
のの
湯湯
けけ
むむ

りり
のの
ああ
のの
心心
地地
良良
ささ
がが
、、
ずず
っっ
とと
続続
くく
感感
じじ
でで
しし
ょょ

うう
かか
。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第第８８７７回回  

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん

上田で電器店を経営され、家電の
体験教室も開催されています。

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

モモッットトーーはは、、細細くく長長くく？？ 

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に
使いたいですよね。上田の「柿沢電器」
さんのご協力により掲載します。 「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売スタイ

ル。西松園店・高松４丁目店・松園南口店でファミリーマートを経
営されている阿部オーナーさんの「つぶやき」を掲載します。

連載

阿阿部部オオーーナナーー ささんん 

第第 5566話話  〇〇〇〇ロロスス !!!! 

女女性性オオーーナナーーのの 

日日誌誌 

十十
一一
月月
某某
日日 

晴晴
れれ
！！ 

「「
今今
年年
もも
残残
すす
とと
ここ
ろろ
、、
ああ
とと
〇〇
日日
」」
とと
語語
りり
合合
うう
時時
節節
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

「「
〇〇
〇〇
ロロ
スス
」」
とと
いい
うう
ココ
トト
ババ
をを
目目
にに
しし
まま
すす
。。
○○
○○
がが
居居
なな
くく
なな
っっ
てて
虚虚
脱脱

状状
態態
とと
いい
うう
意意
味味
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ママ
ーー
トト
でで
はは
、、
ごご
家家
庭庭
にに
ああ
るる
「「
もも
っっ
たた
いい
なな
いい
食食

品品
」」
をを
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ママ
ーー
トト
店店
舗舗
にに
おお
寄寄
せせ
いい
たた
だだ
いい
てて
、、
地地
域域
のの
協協
力力
パパ
ーー
トト

ナナ
ーー
ささ
んん
をを
通通
じじ
てて
、、
支支
援援
がが
必必
要要
なな
方方
々々
にに
提提
供供
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ごご
家家
庭庭
にに
ああ
るる
食食
べべ
きき
れれ
なな
いい
食食
品品
がが
活活
用用
ささ
れれ
、、
「「
食食
品品
ロロ
スス
」」
のの
削削
減減
にに

つつ
なな
がが
りり
まま
すす
。。 

ささ
てて
ささ
てて
、、
今今
年年
一一
年年
、、
とと
てて
もも
おお
世世
話話
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

良良
いい
おお
年年
をを
おお
迎迎
ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
本本
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

冷冷凍凍めめんん ののごご紹紹介介 

ボボ
ッッ
クク
スス
がが
店店
内内
にに
置置
いい
てて
ああ
りり
まま
すす
・・
・・
・・ 

地地
域域
のの
皆皆
ささ
まま
がが
、、
おお
気気
軽軽
にに
社社
会会
貢貢
献献
活活
動動
にに 

参参
加加
しし
てて
いい
たた
だだ
くく
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

ビビャャンン ビビャャンン メメンン 

大大人人気気のの そそのの名名はは 

旨旨辛辛たたれれのの 
ビビャャンンビビャャンン麺麺 

ススチチーームム吸吸入入器器 

つつつつつつぶぶぶぶぶぶややややややきききききき ((第第７７回回))

地地
元元
のの
ロロ
ググ
ハハ
ウウ
スス
民民
泊泊
「「
ＦＦ
ＵＵ
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
ＯＯ
」」
ささ
んん
にに
家家
族族
でで

泊泊
まま
っっ
てて
来来
まま
しし
たた
。。 

子子
供供
たた
ちち
初初
体体
験験
のの
「「
ドド
ララ
ムム
缶缶
風風
呂呂
」」 

「「
すす
ごご
いい
、、
すす
ごご
いい
」」
とと
連連
発発
しし
なな
がが
らら
、、
喜喜
んん
でで
入入
っっ
てて
いい

まま
しし
たた
。。 

一一
生生
のの
思思
いい
出出
にに
なな
るる
、、
貴貴
重重
なな
体体
験験
がが
出出
来来
まま
しし
たた
。。 

薪風呂の体験

ログハウス内にある暖炉は暖かい
シーシャ体験

夫夫
婦婦
共共
にに
初初
体体
験験
のの
「「
シシ
ーー
シシ
ャャ
体体
験験
」」
でで
はは

好好
きき
なな
香香
りり
をを
選選
べべ
てて
優優
しし
いい
香香
りり
をを
楽楽
しし
むむ

ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。 

ノノ
ーー
ニニ
ココ
チチ
ンン
、、
ノノ
ーー
タタ
ーー
ルル
なな
のの
でで 

普普
段段

タタ
ババ
ココ
をを
吸吸
わわ
なな
いい
人人
もも 

香香
りり
をを
楽楽
しし
めめ
まま

すす
。。 家家

族族
でで
良良
いい
思思
いい
出出
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。 

「「
ＦＦ
ＵＵ
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
ＯＯ
」」
ささ
んん
のの
ごご
夫夫
妻妻
にに
優優
しし
くく

しし
てて
いい
たた
だだ
きき
、、
ゆゆ
っっ
くく
りり
しし
たた
時時
間間
をを
過過
ごご
せせ

まま
しし
たた
。。（（
ＺＺ
・・
ＭＭ
）） 

オプションの夕ご飯も
美味しかったです

盛盛岡岡のの隠隠れれ家家的的  民民泊泊宿宿  

ＦＦＵＵＭＭＯＯＴＴＯＯ（（ふふももとと））ささんん

ホホーームムペペーージジ 
hhttttppss::////ffuummoottoo..ssnnaacckk..cchhiillllnnnn..ccoomm//LLPP//ffuummoottoo 

 

（（ 読読者者ののＺＺ・・ＭＭささんんかかららおお寄寄せせいいたただだききままししたた。。写写真真もも添添ええてて掲掲載載ししまますす。。 ））

思い出に残る宿



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
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「「
ああ
、、
居居
たた
、、
居居
たた
！！ 

ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
来来
てて
いい
たた
のの
かか
！！
」」
とと
紺紺
色色
のの
古古
くく
ささ

いい
制制
服服
をを
着着
たた
男男
たた
ちち
にに
指指
しし
示示
ささ
れれ
てて
、、
和和
服服
のの
男男
はは
素素
っっ
頓頓
狂狂
なな
顔顔
でで
応応
ええ
たた
。。 

「「
おお
主主
らら
もも
シシ
ツツ
ココ
イイ
奴奴
だだ
なな
ああ
。。
予予
（（
よよ
））
にに
何何
かか
用用
でで
もも
？？
」」 

すす
るる
とと
、、
制制
服服
姿姿
のの
中中
年年
男男
がが
「「
本本
官官
にに
、、
ささ
かか
らら
うう
積積
りり
かか
？？
」」
とと
怒怒
鳴鳴
っっ
たた
。。 

「「
ささ
かか
らら
うう
、、
なな
んん
てて
、、
しし
てて
いい
まま
せせ
んん
」」 

「「
とと
にに
かか
くく
貴貴
様様
をを
逮逮
捕捕
すす
るる
」」
制制
服服
姿姿
のの
中中
年年
男男
がが
言言
いい
及及
んん
だだ
。。 

「「
予予
（（
よよ
））
はは
何何
もも
しし
てて
いい
まま
せせ
んん
がが
！！
」」 

「「
イイ
ヤヤ
、、
ちち
ゃゃ
んん
とと
しし
たた
犯犯
罪罪
容容
疑疑
がが
かか
かか
っっ
てて
いい
るる
」」 

「「
そそ
んん
なな
ここ
とと
、、
予予
（（
よよ
））
はは
知知
らら
なな
いい
！！
」」 

「「
ああ
なな
たた
たた
ちち
、、
一一
体体
、、
何何
でで
すす
かか
！！
」」
隣隣
でで
和和
服服
姿姿
のの
女女
・・
みみ
ささ
子子
ささ
んん
がが
叫叫
んん

だだ
。。
すす
るる
とと
田田
中中
がが
突突
如如
、、
思思
いい
当当
たた
っっ
たた
よよ
うう
だだ
。。「「
んん
ーー
、、
似似
てて
いい
るる
」」
シシ
ゲゲ
シシ

ゲゲ
とと
男男
をを
見見
つつ
めめ
たた
。。
みみ
ささ
子子
ささ
んん
がが
気気
味味
悪悪
がが
っっ
てて
いい
るる
。。
和和
服服
のの
男男
はは
ソソ
ッッ
ポポ
をを

向向
いい
たた
。。「「
予予
（（
よよ
））
はは
、、
たた
だだ
のの
通通
りり
すす
がが
りり
のの
者者
だだ
。。」」
すす
るる
とと
、、
制制
服服
姿姿
のの
若若
いい

ほほ
うう
のの
男男
がが
「「
とと
にに
かか
くく
、、
貴貴
様様
をを
逮逮
捕捕
すす
るる
」」
とと
言言
っっ
てて
、、
むむ
んん
ずず
とと
和和
服服
のの
袖袖
をを

引引
っっ
張張
っっ
たた
。。「「
おお
宅宅
らら
、、
本本
当当
にに
おお
巡巡
りり
ささ
んん
？？
」」
田田
中中
がが
やや
っっ
とと
のの
口口
調調
だだ
。。 

「「
そそ
のの
通通
りり
だだ
。。
見見
れれ
ばば
分分
かか
るる
だだ
ろろ
？？
」」
若若
いい
制制
服服
男男
がが
胸胸
をを
張張
っっ
たた
。。「「
我我
らら

はは
、、
昨昨
日日
かか
らら
、、
ここ
のの
二二
人人
をを
追追
っっ
掛掛
けけ
てて
いい
たた
ジジ
ャャ
ああ
」」 

妙妙
なな
語語
尾尾
だだ
。。
そそ
うう
感感
じじ
てて
ボボ
クク
はは
詰詰
問問
しし
たた
。。 

「「
警警
察察
手手
帳帳
をを
、、
見見
せせ
てて
下下
ささ
いい
！！
」」 

すす
るる
とと
、、
若若
いい
男男
がが
、、
制制
服服
のの
内内
ポポ
ケケ
ッッ
トト
かか
らら
何何
やや
らら
黒黒
いい
手手
帳帳
のの
よよ
うう
なな
もも
のの

をを
取取
りり
出出
しし
てて
示示
しし
たた
。。「「
ここ
れれ
だだ
！！
」」 

すす
るる
とと
田田
中中
がが
そそ
れれ
をを
見見
つつ
めめ
てて
言言
っっ
たた
。。「「
ここ
のの
手手
帳帳
、、
テテ
レレ
ビビ
でで
見見
るる
のの
とと
違違

うう
みみ
たた
いい
でで
すす
がが
。。
古古
びび
てて
いい
るる
しし
いい
」」 

紺紺
色色
制制
服服
のの
中中
年年
男男
がが
「「
テテ
レレ
ビビ
？？
」」
とと
言言
っっ
てて
首首
をを
傾傾
げげ
たた
。。
不不
思思
議議
だだ
がが
、、
テテ

レレ
ビビ
のの
ここ
とと
をを
知知
らら
なな
いい
よよ
うう
にに
見見
ええ
たた
。。
田田
中中
はは
、、
なな
おお
もも
食食
いい
下下
がが
っっ
たた
。。「「
ここ

のの
人人
たた
ちち
、、
何何
かか
悪悪
いい
ここ
とと
でで
もも
やや
らら
かか
しし
たた
んん
でで
すす
かか
？？
」」 

「「
予予
（（
よよ
））
はは
、、
たた
だだ
のの
平平
民民
でで
すす
」」
とと
、、
和和
服服
姿姿
のの
男男
はは
胸胸
をを
張張
っっ
たた
。。
隣隣
りり
のの

みみ
ささ
子子
ささ
んん
もも
、、
うう
なな
づづ
いい
てて
いい
るる
。。
そそ
れれ
をを
聞聞
いい
てて
制制
服服
姿姿
のの
中中
年年
男男
がが
声声
をを
荒荒
げげ

たた
。。「「
平平
民民
のの
くく
せせ
にに
、、
とと
んん
でで
もも
なな
いい
ここ
とと
をを
、、
しし
でで
かか
しし
たた
」」 

ささ
っっ
きき
かか
らら
おお
互互
いい
にに
「「
平平
民民
」」
とと
いい
うう
言言
葉葉
をを
使使
いい
合合
っっ
てて
いい
るる
のの
がが
妙妙
だだ
。。「「
庶庶

民民
」」
とと
言言
うう
のの
がが
普普
通通
だだ
ろろ
うう
。。「「
おお
巡巡
りり
ささ
んん
たた
ちち
、、
ここ
のの
人人
、、
オオ
イイ
ララ
たた
ちち
のの
友友

達達
でで
すす
。。」」
田田
中中
はは
一一
計計
をを
案案
じじ
たた
よよ
うう
だだ
。。「「
仮仮
装装
大大
会会
にに
出出
るる
予予
定定
でで
すす
。。
ここ
いい
つつ

らら
にに
、、
まま
だだ
着着
替替
ええ
をを
ささ
せせ
てて
いい
なな
くく
てて
、、
すす
みみ
まま
せせ
んん
。。
」」 

しし
かか
しし
、、
制制
服服
姿姿
のの
男男
二二
人人
はは
、、
まま
るる
でで
相相
手手
にに
しし
てて
いい
なな
いい
。。
田田
中中
はは
、、
ささ
らら
にに

一一
計計
をを
案案
じじ
たた
。。「「
ここ
うう
いい
うう
とと
きき
、、
今今
はは
『『
パパ
ワワ
ハハ
ララ
』』
とと
言言
いい
まま
すす
。。
ママ
スス
ココ
ミミ

にに
タタ
レレ
ここ
みみ
まま
すす
よよ
」」 

「「
パパ
ワワ
ハハ
ララ
？？
」」
紺紺
色色
制制
服服
たた
ちち
がが
顔顔
をを
見見
合合
わわ
せせ
たた
。。
二二
人人
とと
もも
「「
パパ
ワワ
ハハ
ララ
」」

とと
いい
うう
言言
葉葉
をを
知知
らら
なな
いい
よよ
うう
だだ
。。 

「「
パパ
ワワ
ハハ
ララ
？？
」」
和和
服服
姿姿
のの
男男
もも
眉眉
間間
にに
疑疑
問問
符符
をを
出出
しし
たた
。。「「
パパ
ワワ
ハハ
ララ
・・
・・
・・

ハハ
ララ
、、
ハハ
ララ
、、
ハハ
ララ
イイ
セセ
？？
」」 

「「
ハハ
ララ
イイ
セセ
じじ
ゃゃ
なな
くく
、、
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
、、
嫌嫌
がが
らら
せせ
のの
ここ
とと
。。」」
田田
中中
がが
ピピ
シシ
ャャ

リリ
とと
言言
っっ
たた
。。
若若
いい
ほほ
うう
のの
制制
服服
男男
がが
気気
色色
ばば
んん
だだ
。。「「
本本
官官
がが
、、
平平
民民
にに
対対
しし
てて
嫌嫌

がが
らら
せせ
をを
しし
てて
いい
るる
っっ
てて
かか
？？ 

何何
いい
ーー
、、
貴貴
様様
！！
」」 

すす
るる
とと
年年
輩輩
のの
ほほ
うう
のの
制制
服服
男男
がが
「「
しし
ょょ
うう
がが
なな
いい
なな
ああ
。。
」」
とと
引引
いい
たた
よよ
うう
なな
言言

葉葉
をを
発発
しし
たた
。。
ささ
すす
がが
、、
年年
のの
功功
だだ
。。
そそ
しし
てて
、、
本本
心心
をを
明明
かか
しし
たた
。。「「
しし
ばば
しし
、、
猶猶

予予
をを
与与
ええ
よよ
うう
。。
厠厠
（（
かか
わわ
やや
））
にに
でで
もも
行行
っっ
てて
頭頭
をを
冷冷
やや
しし
てて
来来
るる
んん
だだ
なな
！！
」」 

伊伊
い

古古兄兄
こあに

 ロロタタ

がが丘丘ゴゴーースストト

連連載載小小説説

（Ｃ）Ｉ・Ｒ

第第
４４
話話 

とと
んん
でで
もも
なな
いい
「「
平平
民民
」」 

（（
伊伊
古古
兄兄
ロロ
タタ
ささ
んん
・・
ププ
ロロ
フフ
ィィ
ーー
ルル
）） 

岩岩
手手
在在
住住
のの
覆覆
面面
作作
家家
。。
「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」

でで
小小
説説
「「
がが
丘丘
ガガ
ーー
ルル
」」
をを
四四
年年
間間
にに
わわ
たた
っっ
てて
連連
載載
すす

るる
。。
完完
結結
後後
にに
自自
費費
出出
版版
。。 

そそ
のの
後後
、、
盛盛
岡岡
タタ
イイ
ムム
スス
でで
「「
がが
丘丘
ボボ
ーー
イイ
」」
、、「「
がが
丘丘

レレ
デデ
ィィ
」」
をを
連連
載載
しし
てて
自自
費費
出出
版版
すす
るる
。。 

石石川川啄啄木木とと思思ししきき男男がが 

現現代代のの盛盛岡岡にに現現れれるる。。 

そそれれをを知知っったた主主人人公公のの周周りりでで 

不不穏穏なな事事件件がが・・・・・・

「「
無無
料料
おお
買買
いい
物物
ババ
スス
」」
でで
店店
にに 

ササ
ーー
ビビ
スス
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
でで
「「
配配
達達
しし
てて
」」
とと
。。 

手手
ぶぶ
らら
でで
無無
料料
ババ
スス
でで
、、
おお
家家
にに
帰帰
りり
まま
すす
。。 

少少
しし
すす
るる
とと
、、
店店
舗舗
かか
らら
荷荷
物物
がが
配配
達達
ささ
れれ
。。 

夢夢
のの
よよ
うう
なな
購購
買買
スス
タタ
イイ
ルル

盛盛岡岡高高松松四四丁丁目目店店 

高高松のの池池

丘丘 

２２４４時時間間営営業業   
高高松松４４丁丁目目１１－－３３００ 

三三三三角角角角州州州州ののののフフフファァァァミミミミママママ

盛盛岡岡三三高高 
 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド わわ

たた
なな
べべ 

脳脳
神神
経経
内内
科科
ささ
んん 

三三馬馬橋橋方方面面 

４４号号線線 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面 

今今年年ももおお世世話話ににななりりままししたた。。 
良良いい年年ををおお迎迎ええくくだだささいい。。   ススタタッッフフ一一同同 

ここのの年年末末年年始始、、美美味味ししいい「「冷冷凍凍ううどどんん」」でで温温ままっっててくくだだささいい。。 

おお店店ののこことと、、 
ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？ 

広広
告告
募募
集集 

メールでお申し込みを！
nao.hatt@gmail.com
（メルアド 変更となりました）

1コマ 9,000円（税別）

これが、全体で 1コマです。

〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、「「第第 110099号号ののククイイズズのの答答、、 

・・・・・・・・・・・・・・」」とと記記載載ししててくくだだささいい。。ごご応応募募ははメメーールルののみみでですす。。 

締締めめ切切りり、、令令和和 77年年 11月月 55日日。。当当選選品品引引換換券券のの発発送送ををももっってて 

発発表表ににかかええまますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 メメーールルアアドドレレスス nnaaoo..hhaatttt@@ggmmaaiill..ccoomm 

正正解解者者のの中中かからら、、 

抽抽選選でで、、３３名名様様にに 

ププレレゼゼンントト品品 

（（ソソッッククスス １１足足）） 

ごご応応募募はは 
メメーールルののみみでですす。。 

「「フファァミミリリーーママーートト盛盛岡岡西西松松園園店店」」ささんんにに 

 

当当選選品品をを受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、 

ごご応応募募くくだだささいい。。 

（（ 盛盛岡岡市市西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ ）） 

ここれれ、、何何ででししょょうう？？ 

ククイイズズddeeププレレゼゼンントト

pprreesseenntteedd bbyy フファァミミリリーーママーートト盛盛岡岡西西松松園園店店 

フファァミミリリーーママーートト盛盛岡岡西西松松園園店店ささんんにに置置いいててああるる商商品品でですす 

ヒヒンントト;;ドドーーナナツツででははあありりまませせんん。。封封筒筒にに付付ききもものののの必必需需品品。。 

かかぜぜ、、花花粉粉、、乾乾燥燥がが 気気ににななるる季季節節にに・・・・・・ 

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。 

hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//iinnhhaalleerr// 

 

ススチチーームム量量をを調調節節ででききるる 
（（少少なないい・・多多いい））つつままみみももああるるしし、、 
ススチチーームムのの温温度度もも 33 段段階階調調整整でできき、、 
消消しし忘忘れれ対対策策のの安安全全装装置置ももババッッチチリリ。。 
吸吸入入ママススククななどどのの各各パパーーツツはは、、取取りり

外外ししてて水水洗洗いいでできき、、本本体体収収納納カカババーーをを
かかぶぶせせれればば、、ススッッキキリリ清清潔潔にに保保管管でできき
まますす！！ 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  

電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

たたっっぷぷりりススチチーームムでで、、 
ののどど・・鼻鼻のの奥奥ままでで潤潤しし洗洗いい流流ししまますす。。 

ののどど・・鼻鼻はは、、ううるるおおいいをを求求めめてていいまますす。。 

ススチチーームム式式のの吸吸入入器器にによよるる 

ののどど・・鼻鼻洗洗いいのの新新習習慣慣ををごご提提案案ししまますす。。 

ののどどやや鼻鼻をを潤潤しし、、花花粉粉やや異異物物ななどどをを洗洗いい流流ししてて

不不快快感感をを改改善善ししままししょょうう。。 

約約 4433℃℃ののミミスストトがが口口元元・・鼻鼻元元ままででたたっっぷぷりり届届ききまますす。。 

ああととはは、、そそれれをを吸吸いい込込むむだだけけ。。 

ののどど・・鼻鼻にに心心地地よよくく、、効効率率のの良良いい潤潤いいがが得得らられれまますす。。 



 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

今今
年年
7700
歳歳
にに
なな
るる
知知
りり
合合
いい
のの
方方

がが
、、
「「
自自
分分
はは
昭昭
和和
！！
2299
歳歳
でで
すす
」」
とと

言言
いい
まま
しし
たた
。。
？？
？？
？？ 

年年
齢齢
のの
前前
にに
「「
昭昭
和和
」」
をを
付付
けけ
るる
のの

でで
不不
思思
議議
でで
しし
たた
がが
、、
尋尋
ねね
たた
らら
、、「「
自自

分分
はは
昭昭
和和
2299
年年
生生
まま
れれ
なな
のの
でで
、、
昭昭

和和
！！
2299
歳歳
でで
すす
」」
とと
なな
。。 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
来来
年年
はは
昭昭
和和
１１
００
００
年年

だだ
とと
かか
。。
西西
暦暦
２２
００
００
００
年年
のの
とと
きき

はは
、、
「「
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
ーー
２２
００
００
００
年年

問問
題題
」」
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
西西
暦暦
２２
００
００

００
年年
でで
下下
二二
桁桁
がが
0000
とと
なな
るる
のの
でで
ココ

ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
ーー
・・
シシ
スス
テテ
ムム
がが
ダダ
ウウ
ンン

すす
るる
のの
でで
はは
とと
のの
懸懸
念念
がが
ああ
りり
まま
しし

たた
。。
来来
年年
、、
昭昭
和和
１１
００
００
年年
にに
なな
っっ
てて
、、

ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
ーー
・・
シシ
スス
テテ
ムム
がが
元元
号号

にに
左左
右右
ささ
れれ
るる
ここ
とと
はは
無無
いい
とと
思思
いい

まま
すす
がが
、、
昭昭
和和
１１
００
００
年年
にに
なな
るる
とと
下下

二二
桁桁
がが
0000
とと
なな
りり
まま
すす
。。
対対
策策
はは
講講
じじ

らら
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
。。 

何何
がが
起起
ここ
るる
かか
分分
かか
らら
なな
いい
時時
代代

にに
突突
入入
しし
たた
よよ
うう
なな
気気
もも
しし
まま
すす
がが
、、

誰誰
しし
もも
、、
「「
暮暮
らら
しし
良良
ささ
」」
をを
求求
めめ
るる

気気
持持
ちち
にに
変変
わわ
りり
はは
なな
いい
とと
思思
いい
まま

すす
。。
今今
年年
一一
年年
、、
本本
当当
にに
おお
世世
話話
にに
なな

りり
まま
しし
たた
。。
良良
いい
おお
年年
をを
！！ 

編編集集後後記記

（８）

今今
どど
きき
のの

「「
学学
びび
」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

第第
4422
回回 

 
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
とと
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト 

時時
はは
まま
ささ
にに
師師
走走
、、
僧僧
侶侶
がが
忙忙
しし
くく
各各
地地
をを
訪訪
れれ
てて
読読
経経
やや
仏仏
事事

をを
行行
うう
がが
如如
くく
、、
皆皆
ささ
んん
もも
パパ
タタ
パパ
タタ
とと
せせ
わわ
しし
なな
くく
過過
ごご
ささ
れれ
てて

いい
るる
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

毎毎
年年
、、
十十
二二
月月
がが
忙忙
しし
くく
感感
じじ
るる
のの
はは
気気
のの
せせ
いい
なな
のの
かか
、、
本本
当当

にに
やや
らら
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
なな
いい
ここ
とと
がが
多多
いい
のの
かか
はは
謎謎
でで
すす
がが
、、
何何
だだ

かか
心心
もも
そそ
わわ
そそ
わわ
しし
まま
すす
。。
ここ
れれ
はは
、、
きき
っっ
とと
クク
リリ
スス
ママ
スス
のの
音音
楽楽

がが
どど
ここ
かか
らら
かか
聞聞
ここ
ええ
てて
くく
るる
ここ
とと
にに
よよ
るる
情情
景景
反反
射射
なな
のの
でで
別別

なな
話話
なな
のの
かか
なな
（（
笑笑
）） 

そそ
うう
いい
ええ
ばば
〝〝
せせ
わわ
しし
なな
いい
〟〟
とと
言言
ええ
ばば
、、
私私
自自
身身
、、
子子
どど
もも
のの

頃頃
はは
落落
ちち
着着
きき
のの
なな
いい
子子
どど
もも
でで
、、
祖祖
母母
かか
らら
「「
せせ
わわ
しし
ねね
ーー
ガガ
キキ

だだ
ごご
どど
。。」」
とと
よよ
くく
叱叱
らら
れれ
てて
いい
たた
ここ
とと
をを
思思
いい
出出
しし
まま
すす
。。 

ささ
てて
、、
ここ
のの
〝〝
せせ
わわ
しし
なな
いい
〟〟
とと
いい
うう
言言
葉葉
はは
、、
語語
尾尾
がが
〝〝
なな
いい

〟〟
とと
はは
なな
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
のの
、、
否否
定定
形形
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
せせ
わわ
しし

（（
忙忙
しし
））
のの
状状
態態
にに
ああ
るる
ここ
とと
をを
強強
調調
しし
、、
形形
容容
詞詞
をを
つつ
くく
るる
たた
めめ

のの
接接
尾尾
語語
でで
ああ
るる
〝〝
なな
いい
〟〟
なな
のの
でで
、、
せせ
わわ
しし
＝＝
せせ
わわ
しし
なな
いい
とと
同同

じじ
意意
味味
にに
なな
りり
まま
すす
。。
ひひ
とと
呼呼
吸吸
でで
説説
明明
をを
しし
まま
しし
たた
がが
、、
おお
分分
かか

りり
いい
たた
だだ
けけ
まま
しし
たた
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

 

同同
じじ
よよ
うう
なな
形形
容容
詞詞
のの
接接
尾尾
語語
でで
ああ
るる
〝〝
なな
いい
〟〟
をを
使使
っっ
たた
言言

葉葉
にに
はは
〝〝
ああ
どど
けけ
なな
いい
〟〟
〝〝
おお
ぼぼ
つつ
かか
なな
いい
〟〟
〝〝
はは
しし
たた
なな
いい
〟〟

〝〝
切切
なな
いい
〟〟
なな
どど
がが
ああ
りり
まま
すす
のの
でで
覚覚
ええ
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

受受
験験
生生
にに
とと
っっ
てて
、、
冬冬
休休
みみ
はは
入入
試試
前前
にに
まま
とと
まま
っっ
たた
時時
間間
がが
とと

れれ
るる
最最
後後
のの
機機
会会
でで
すす
。。
志志
望望
校校
にに
合合
格格
すす
るる
とと
いい
うう
目目
標標
、、
そそ
しし

てて
取取
りり
組組
まま
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
なな
いい
ここ
とと
がが
明明
確確
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
のの

でで
、、
後後
はは
、、
やや
りり
切切
るる
だだ
けけ
。。 

体体
調調
をを
崩崩
しし
てて
しし
まま
うう
とと
、、
思思
うう
よよ
うう
にに
学学
習習
時時
間間
がが
確確
保保
でで
きき

なな
いい
、、
入入
試試
でで
力力
をを
発発
揮揮
でで
きき
なな
いい
なな
どど
、、
何何
とと
もも
〝〝
切切
なな
いい
〟〟
気気

持持
ちち
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
受受
験験
以以
外外
のの
学学
年年
のの
子子
どど
もも
たた
ちち
にに
とと
っっ
てて
もも
、、
冬冬
休休
みみ

はは
大大
切切
。。
一一
年年
のの
計計
はは
元元
旦旦
にに
ああ
りり
とと
いい
うう
格格
言言
にに
もも
ああ
るる
よよ
うう

にに
、、
元元
旦旦
にに
一一
年年
間間
のの
目目
標標
とと
ププ
ララ
ンン
をを
立立
てて
るる
ここ
とと
がが
二二
〇〇
二二
五五

年年
をを
左左
右右
しし
まま
すす
。。 

明明
確確
なな
目目
標標
とと
行行
動動
ププ
ララ
ンン
がが
無無
いい
状状
態態
でで
学学
習習
をを
頑頑
張張
っっ
てて

もも
努努
力力
がが
続続
かか
なな
かか
っっ
たた
りり
、、
方方
向向
性性
をを
見見
失失
っっ
たた
りり
しし
てて
〝〝
おお
ぼぼ

つつ
かか
なな
いい
〟〟
状状
態態
がが
続続
きき
まま
すす
のの
でで
、、
元元
旦旦
のの
午午
前前
中中
はは
気気
合合
をを
入入

れれ
なな
いい
とと
いい
けけ
まま
せせ
んん
ねね
。。 

とと
いい
うう
よよ
うう
にに
、、
新新
しし
くく
覚覚
ええ
たた
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
しし
たた
））
ここ
とと
をを
、、

すす
ぐぐ
にに
使使
うう
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
すす
るる
））
ここ
とと
でで
、、
単単
なな
るる
知知
識識
がが
実実

力力
にに
変変
わわ
りり
まま
すす
のの
でで
、、
やや
はは
りり
学学
習習
量量
はは
必必
要要
とと
いい
うう
ここ
とと
にに
なな

りり
まま
すす
。。
今今
年年
もも
残残
りり
わわ
ずず
かか
でで
すす
がが
、、
忙忙
しし
いい
なな
がが
らら
にに
もも
穏穏
やや

かか
なな
日日
々々
をを
おお
過過
ごご
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。 

二二
〇〇
二二
四四
年年
はは
個個
別別
指指
導導
アア
クク
シシ
スス
にに
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
、、
おお
通通
いい

いい
たた
だだ
きき
、、
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。
二二
〇〇
二二
五五
年年
もも
宜宜
しし
くく

おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。 （（ 

個個
別別
指指
導導
ＡＡ
ｘｘ
ｉｉ
ｓｓ 

後後
藤藤
隆隆
司司
先先
生生 

）） 

ＡＡ 作作家家のの一一人人ととししてて書書ききまますすがが、、回回答答パパタターーンンはは幾幾つつかかああるるとと思思わわれれまますす。。 

第第１１・・常常道道論論ととししててははここうう考考ええまますす。。「「法法律律のの専専門門家家にに相相談談ししてて、、場場合合にによよっっててはは提提訴訴

をを検検討討すするる」」。。第第２２・・諦諦観観論論。。「「友友人人にに貸貸ししたたののだだかからら、、いいずずれれ返返ししててくくれれるる」」とと思思うう。。

そそししてて、、第第３３・・仏仏道道論論。。「「ここのの人人をを友友人人ととししたたののだだかからら、、裏裏切切らられれたたっってて構構わわなないい」」とと思思

うう。。ささてて、、ああななたたななららどどううししまますすかか？？「「何何がが切切実実かか」」でで人人はは選選択択すするるももののでですす。。ここのの場場

合合もも、、前前記記ののいいずずれれかかをを採採用用ししてて、、ごご自自分分のの「「切切実実なな」」方方法法でで進進むむここととでですす。。 

余余談談でですすがが「「友友人人ににおおカカネネをを貸貸すすとと友友人人をを失失うう」」とといいうう諺諺のの意意味味すするるととこころろはは、、第第１１・・

常常道道論論にによよれればば「「提提訴訴のの相相手手ととななるるののでで友友人人をを失失うう」」ととななりりまますす。。第第２２・・諦諦観観論論にによよれれ

ばば「「返返ししててくくれれなないいののででガガッッカカリリ。。友友人人ででははななかかっったた」」ととななりり、、第第３３・・仏仏道道論論にによよれればば

「「友友人人ととししたたののだだかからら裏裏切切らられれたたっっててかかままわわなないいははずずだだがが、、ややははりり友友人人ででははななかかっったた」」

とと思思うう。。つつままりりはは、、友友人人ででななかかっったたここととがが白白日日ののももととににささららさされれるるかからら、、「「友友人人ににおおカカネネ

をを貸貸ししててははイイケケナナイイ」」ととななりりまますす。。ととこころろでで、、「「回回答答」」にに戻戻りりまますすがが、、ワワタタシシなならら、、次次のの

よよううにに考考ええたたいいでですす。。 

第第４４・・達達観観論論。。そそももそそもも自自分分だだっってて他他人人をを裏裏切切るる可可能能性性ががあありりまますす。。「「何何がが切切実実かか？？」」

でで人人はは選選択択すするるかかららでですす。。ししかかしし貸貸ししたた以以上上、、金金をを貸貸ししたた相相手手のの気気分分をを損損ねねててははななりりまま

せせんん。。返返すす気気ににななっっててももららわわななけけれればば返返金金さされれまませせんん。。ししかかしし、、そそんんなな考考ええででイイイイののかか？？

そそのの先先をを考考ええててみみままししょょうう。。ハハッッキキリリ言言いいまますすとと、、「「損損かか得得かか？？」」とといいううここととでではは無無いい。。

そそのの友友人人にに、、他他人人様様にに迷迷惑惑ををかかけけるるよよううなな人人間間ににはは、、ななっっててももららいいたたくくなないい。。たただだ改改心心

ししててももららいいたたいい。。二二度度ととそそんんななここととををししなないいよよううににななっっててももららうう。。友友人人ももどどここかかでで「「切切

実実」」ななここととにに出出会会っったたののででししょょうう。。だだかからら返返金金ししなないい。。ななののでで、、「「貸貸ししたた金金がが返返っっててここなな

いい」」ななどどとと周周囲囲にに騒騒ぎぎ立立ててたたりりししなないい。。ごご自自分分のの「「切切実実」」ととはは何何かか？？早早くくそそれれにに気気付付いい

ててももららうう。。当当方方もも友友人人もも、、たたままたたまま生生ままれれててききたた身身でですす。。そそれれをを、、たただだたただだ「「不不憫憫」」にに

思思うう。。ちちななみみにに、、ここのの論論にによよれればば「「友友人人ににおおカカネネをを貸貸ししててははイイケケナナイイ」」ととははななりりまませせんん。。 

ななぜぜっってて、、おおカカネネをを借借りりてて返返済済せせずず逃逃げげよよううととししてていいるるののはは友友人人ののほほううででああっってて、、当当

方方ににととっっててはは「「友友人人にに違違いいなないい」」ままままでですす。。ここのの世世でで友友人人にに出出会会ううななんんてて得得難難いいここととでで

すす。。友友人人はは大大事事ににししままししょょうう。。おお金金ががああるるなならら友友人人ににはは、、どどんんどどんん貸貸ししててああげげままししょょうう。。 

（（ 岩岩手手在在住住・・覆覆面面作作家家 伊伊古古兄兄ロロタタささんん 本本紙紙でで小小説説「「がが丘丘ゴゴーースストト」」をを連連載載中中でですす ））

おお悩悩みみ相相談談 ココーーナナーー 

第第４４回回 おお金金ににままつつわわるる相相談談のの巻巻
ＱＱ 友友人人ににおおカカネネをを貸貸ししままししたたがが、、返返ししててくくれれまませせんん。。 
どどううししたたららいいいいででししょょううかか？？    （（仮仮想想事事例例 編編集集室室））

人生、悩み事が付き物です。編集室で小耳に挟んだ事柄を仮想
事例として相談事コーナーを作ってみました。ご参考まで。
コラムを寄せて下さっている方等の了解を得て、適宜、回答を
お願いしますが、読者の皆様の参考になれば幸いです。
不定期掲載です。

ヘヘルルププ ミミーー 

HHeellpp mmee 第 39回

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

HHIILLLLSS NNEEWWSS
東黒石野在住の画家・中村太樹男さん 銀座個展のご案内です（編集室）。

会会期期 1122//3311（（火火））～～22002255 11//77（（火火）） 
松松屋屋銀銀座座 77階階・・遊遊びびののギギャャララリリーー11997799 
営営業業時時間間 午午前前 1111時時～～午午後後 88時時（（1122//3311はは午午後後 66時時ままでで）） 
初初日日 1122時時開開場場//最最終終日日午午後後 55時時閉閉場場 
11//11とと 11//22はは休休業業日日。。11月月 33日日((金金))はは 99時時 4455分分開開場場、、1199時時ままでで 
11月月 55日日((日日))はは 1199時時 3300分分ままでで 

ププロロフフィィーールル 
11999922年年よよりり東東京京・・銀銀座座、、日日本本橋橋三三越越、、松松屋屋銀銀座座等等、、都都内内百百貨貨店店。。 

関関西西はは梅梅田田阪阪急急ににてて個個展展。。００１１''年年以以降降、、松松屋屋銀銀座座ににてて毎毎年年個個展展。。 

9966''～～9977''パパリリににアアトトリリエエをを構構ええ制制作作。。 

曽曽野野綾綾子子、、島島田田雅雅彦彦、、内内田田康康夫夫氏氏ななどどのの小小説説のの装装画画（（書書籍籍表表紙紙画画））

制制作作。。 

そそのの他他 CCDDジジャャケケッットト画画ななどど、、多多方方面面にに活活動動をを展展開開ししてていいるる。。 

HHPP・・ブブロロググ：：「「中中村村太太樹樹男男ののつつれれづづれれ日日記記」」 

HP https://blog.goo.ne.jp/takio
FB https://www.facebook.com/takio.nakamura/
インスタ https://www.instagram.com/takio.nakamura/
Twitter https://twitter.com/nakamuratakio

Ｍｙ Ｓｙｍｐｈｏｎｙ （Ｃ）


